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第1章 商 品別市場機能分析 から見た

    スターグフレーションの発生 と終息

賣糸 幸 子



       商 品 別 市 場 機 能 の 分 析 か ら 見 た

       ス タグ フ レ ー シ ョンの 発 生 と終 息

1.研 究のね らい

 本稿はKEOReview癒1掲 載の拙稿 「ス タグ フレーシ ョン期 にむける

トイ レヅ ト・ペ ーパー市場 の分析 一 売手 多 占度,買 手負 占度の変化測定J

のつづ きであ る。 この一連の研究の主題 は,多 占理 論の視角 か ら1973～'74

年の狂乱 物価期 におけ る各種商 品市場の 市場 メカニズ ムの異常 を検 出 し,物

価急騰がいかに して生 じ,ま たその後 どの ように して鎮静 して きたかを明 ら

かにす ることである。 市場 メカニズ ムの異常が,需 要 側,供 給側それぞれの

行 動の異常 の交錯に よって生 じることは 明 らか であ るが,そ れ を直接 に観察

す るには最終消費財 市場 をとるのが便利 である。 したがって,前 稿 では トイ

レヅ ト・ペーパ ー市場 を例 と して とりあげた。 その理 由は,同 市場が買手た

る一般家計 は もとより,売 手側 としてのメーカー段階,流 通段階が ともに産

業組織 論的尺度か らみて競争的であ り,構 造的 な独 占要素 を含 まない とい う

点で,市 場におけ る急性多 占症 状を検 出するの に便利だ とい うこ とにあった。

 今回は,そ れ に加えて,家 庭用洗剤 な らびに灯油 を とりあげ るこ ととす る。

これ らは トイ レッ ト・ペ ーパ ーと同様に,と りわけ顕著 な価格急騰が観察 さ

れた商品であるが,そ れ と同時 に,い わ ゆる石油 シ ョヅクの影薯 を間接 ・直

接 に受けやすい商品 とみ なされ るものである。 トイ レッ ト・ペーパーの場 合

と異 り,家 庭用洗剤 市場 では,供 給側が メーカー段階で少数寡 占のかたちを

とっているのが特徴的 であ り,ま た灯 油に関 してはその消費生活 に対す る基礎

的重要性 にかんがみ,価 格が強 力 な政府指導下にあ るとlnう 特性 を有 してい

る。 これ らの要素 は,1973～,74年 の消費需要急増期における値動 きに診

いて,商 品 ごとに異 なった様 相を もた らしたはずで ある。

 ここでの分析方法は,、個 別商 品 市場 ごとに需給各側の行動 を理論的に再現

す るかた ちをとる。 これ ら最終 消費財に ついての家計の需要行動 は,消 費支

出を当該財 と他 のすべ ての財 の グル ープとに二分割 して構成 される具体的選
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好 関 数 に よって 記 述 され,そ れ か ら導 か れ る需 要 関数 の 在 り方 に つ い て正常

と異 常 とが 区別 され る こ とにな る。 したが って,商 品別 需要 関数 の測 定が 前

提 とな るが,こ の 需要 関 数 の 測定 に つい て は,画 一 的 な理 論 展 開か らの 誘 導

型 と して の それ を機 械 的 な 回 帰 分 析 につな げ ぱ よい とい うほ ど簡 単 では な い 。

トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー につ い て の実 験 計 画 に関 して は前 稿 で記 述 した が,今

回 も洗 剤 な らび に 灯 油 のお のお の につ き実験 計 画上 の 問題 点 を理 論 的 に明 ら

か にす る こ とが 副 次的 な 主 題 とな る。 供給 側 の行 動分 析 につ い て は,市 場が

寡 占的 で あ っ た り,政 府 介 入 の度 が 大 きか っ た りす るた め に,詳 細 にそれ を

行 うのは 困 難iで あ っ たの で,当 面,便 宣的 な 扱 い に と どめ ざる を得 な か った 。

 この分 析作 業 には,樋 口美 雄 氏 か ら多大 の御 助 力 を得 た 。 こ 丶に厚 く御 礼

を 申 し上 げ る。

2.分 析 の背 景 と して の世 界市 場 の 動 向

 本 研 究 の 主 眼 は ス タ グ フ レ ー シ ョ ン期 の 市場 機 能 の 異 常 を検 出す る こ とに

あ る。 研 究 の 背 景 とな る世 界 経済 の 動 向 につ い ては,第1回 報 告の 辻 村 論 文

の は じめ に要 約 さ れ て い るが,そ の 次 の数 字 を含 めて,も う一 度概 観 して澄

こ う。

 1表

(1表 参 照)

先 進 諸 国 の 実 質経 済

成 長 率           ｰja

1973 1974 1975

ア メ リカ 5.3 一 1 .8 一2 .0

カ ナ ダ 6.8 2.8 0.0

日  本 9.9 一 1 .2 2.2

イギ リス 5.3 0.1 一1 .5

 一
フ フ ン ス 6.0 3.9 一3 .0

西 ドイ ツ 5.3 0.4 一3 .4

イ タ リ ー 6.4 3.2 一4 .5

資 料:U.S. International

  Economic Report of

  the President 1976

  以 下 同 様

 1表 に観 る よう に,1973年 に か

な り高 い成 長 率 を実 現 した 各 国の う ち,

ア メ リカ と 日本 は ノ74年 に マ イナ ス

成 長 率 とな り,'75年 に は ア メ リカ,

イギ リス,フ ランス,西 ドイ ツ,イ タ

リーが マ イ ナ ス成 長 率 を記録 して,西

欧先 進 国 に とっ て ス タ グ フ レ ー シ ョ ン

が・一般 的 傾 向 とな って い る。

 さ きに 指摘 さ れ て い るよ うに,こ の

背後 には,世 界 各 国 の 名 目総 需要
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Nominal GNEの 伸 びが1970年 代 に入 ってか ら急速 に加速 した とい う

事実が ある。 (2表 参照)

          2表 名 目総 需要の年当 り伸び率
                                 %G

1955^一
  ノ  60

ノ   ノ60 
.65

ノ   ノ6570
1971

,72 ノ73 ノ74 ,75

世界全体

西欧諸国

6.4

6.3

8.0

7.9

7.8

8.9

15.6

15.3

13.5

15.3

16.6

15.3

16.3

15.5

10.5

11.6

 2表 は ア メ リカ商 務 省 の ドル換算 推計 値 に も とづ き,共 産 圏,南 側 諸 国 を

含 む世 界 全 体 の 名 目総 需要 の 伸び と,ア メ リカ,カ ナ ダ,日 本,EC諸 国 の

合 計 につ い て の そ れ を計 算 した もの で あ る。 どち ら で観 て も,名 目総 需要 の

伸 び が,1950年 代 後 半 以 降 しだ い に加 速 し,"70年 代 に 入 って か らさ ら

に 飛躍 的 に高 ま った こ とが わ か る。1975年 に名 目需要 の 伸 び 率が 急 減 し

て い るのは,い うまで もな く先 進各 国 が 物価 急 騰 に狼 狽 して景 気 を引 緊 め た

か らで あ る。 物価 急 騰 は"73年 後半 か ら'74年 前半 に起 きた の で あ った が,

こ の両 年 の 名 目需要 増 加 と物価 急 騰 との 間 の 因果 関係 には注 意せねばな らない。

 各 国の 名 目総 需 要 の 伸 び は ノ70年 代 のは じめか ら15%台 に跳 ね 上 が っ て

澄 り,ノ73年 に急 増 した とい うほ どで はな い 。 そ こで 今度 は 名 目輸入 需要 の

伸 び を観 る。 (3表 参 照)

         3表 名 目輸入 需 要 の 年当 り伸 び率
                                 %

1955
  /  60

ノ   '6065 ,    '65^'70
1971

ノ72 ,73 X74 i75

世界全体

西欧諸国

6.7

6.6

7.9

8.7

10.7

12.1

11.2

11.8

17.5

19.7

36.5

37.1

44.7

41.5

 2.6

-2 .3

 3表 は,総 需 要 全 体 の 動 きの 中 で,と くに輸 入 需 要 の動 きが 世 界 的 物価 狂

乱 と関 係 の深 い こ とを示 唆 し てい る。世 界的 物価 狂 乱 は1973年 秋 の 石 油

シ ョ ック と直 結 して理 解 さ れ るこ とが 多 い か ら,産 油 国か らの 名 目輸 出額 の

動 向 を見 る と,4表 の よ うにな っ て,1973年 に 前 例 の な い 伸び率 を示 し

一3一



た あ と,,74年 に は 前 年の3.04倍 とな り,'75年 に は マ イナ スの 伸 び 率 と

な っ てい る。 これ に対 して 世界 全 体お よび 中東産 油 国 の原 油生 産 量 の伸 び 率

は5表 の とお り とな っ て+" ,1973年 の原 油輸 出額 の増 加は 物 量 増 加 と

価 格 上 昇 の 双 方 を含 み,,74年 の それ は もっ ぱ ら価 格 上 昇の 結 果 に 帰せ られ

る こ とが 分 か る。

       4表 OPEC名 目輸 出額 の 年 当 り伸び 率
                              %

1955丶'
     i     60

'60 〔」65
65～ ノ70 1971

,72 ,73 ,74 ノ75

5.2 6.5 9.5 31.7 18.5 68.4 204.0 一16 .0

5表 原油生産量 の年当 り伸 び率
%

1965^V
  '  70

i71 i72 '73 ,74 ,75

世 界全 体

中東産油国

8.5

10.7

6.0

17.4

5.1

10.6

11.1

16.9

一 〇.6

 2.8

一 4 .9

-10 .0

ペ ル シ ャ湾 で の1バ レル当 り原 油価 格 は,1973年1月 で2ド ル59セ ン

ト,'74年1月 で11ド ル65セ ン ト,ノ75年1月 で11ド ル25セ ン ト,

,76年1月 で12ド ル38セ ン ト
,と な って い る か ら,原 油価 格 の急 騰 は

1973年 中 に 起 きた の で あ り,そ れ が73年 中 の 需要 増 加 の 絶対 量 に起 因

す る こ とは 明 らか で あ る。 伸 び率 では5表 の とお り,71年 の 伸 び率 が17.4

%で73年 の16.9%を 上 廻 って い るが, 70年 の 物量 が13,937,000b/d

で あ った の に対 して73年 の そ れ は21,158,000b/dと 規 模 が1。52倍 に:

拡 大 してい る。14百 万b/dに 比 較 して21百 万b/dが 物 的供 給 能 力の 天

井 に:接近 して い た とす れ ば ・ 中 東 石 油に 対 す る名 目需 要 額 が68.4%と 前 例

のな い増 加 を示 した1973年 には,原 油 供給 の価 格 弾 性が ・」・とな って お り,

需要 額 の増 加 が 供 給 量 の 増 加 よ りも価 格 騰 貴 を 惹 き起 したの だ と理 解 さ れ る。

1974年 の 中東 か らの原 油 輸 出額 の 増 加は,価 格 が 急 騰 した あ とで もほ1'

同量 の 原 油 を購 入 せ ざ る を得 な か った とい う先 進国 側 の事 情,す な わ ち原 油

に対 す る需 要 の 価 格 弾 性 が ゼ ロに ちか い とい う事 情 を反 映 した もの で あ る。
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つま り,73年 の名 目需要増加 は原油価格急騰の原因で あ るの に対 して,

74年 の名 目需要増加は原 油価格 急騰の結果 であった と解されねばな らない

ので ある。

 以上の こ とは,西 欧先進諸 国の名 目輸入 需要全体の増加 と石油以外の各種

素原料価格 との関係 につ いても見 られ る。農鉱産物の 国際商品価格指数 とし

て知られるロイター指数や フィナンシァルタイムズ指数 で観 る と(6表 参照),

6表 農鉱産物の物価上昇率

年 ロイタ ー指数
フ ィナ ン シ ャ

ルタイムズ指数

1971

 72

 73

一  6 .3%

 14.8

 75.4

一  6 .4%

 11.2

 76.0

4
  

5
 
 
ρ07 

 

7
 
 

7

 23.4

- 14.3

 28.9

 28.7

- 18 .9

 30.7

資料:日 本銀行,国 際比較統計,

  昭和52年

も とも と振 幅 の大 きい 国 際商 品 市 況 で

は あ るが,73年 の値 動 き は前 例 の な

い異 常 さ を示 して い る。72年 か ら

74年 にか け て,農 鉱 産物 物 価 は ロイ

タ ー指 数 で2.16倍, フ ィナ ン シャル

タ イ ムズ指 数 で2.27倍 とな ってお り,

これ に 対 して 前 述 の西欧 先 進 国 合 計 の

名 目総 需要 は25,060億 ドルか ら

31,610億 ドル ま で1.26倍,名 目輸 入 需 要 は72年 の2.5?2億 ドルか ら

74年 の4,992億 ドルの1.94倍 だか ら,74年 の 名 目需 要 の大 きさ は 石 油 を

含 む 基 礎 資 源 物価 の上 昇 に:追随す るか た ちで あ るこ とが 示唆 さ れ る。 需 要 伸

び率 で 観 て,74年 のほ うが73年 よ り大 きい け れ ど も,物 価 上 昇 率は73年

が とび抜 け て 高 い とい うこ とは,73年 の 名 目需 要 増 が 物価 騰 貴 の原 因 で あ

り,74年 の 名 目需 要 増 が 物 価 騰貴 の 後 始末 で あ る こ とは 明 らか で あ る。

 前 回の 報 告 で取 り上 げ た トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ーは 木 材 の国 際商 品不 足 と価

格 急 騰 に 関 連 したが,今 回追 加 した洗 剤 と灯 油 は 石 油 シ ョ ック と密 接 に 関連

して い る。 こ1で の 分 析 は,多 占理 論 に も とず いて 国 内消 費 市 場 にお け る市

場 機 能 麻痺 の 状 況 を解 明 す る こ とを 目的 と した も ので あ るが,分 析 結 果 は 国

際市 場 にお け る物 価 急 騰 な い し世 界的 ス タグ フ レー シ ョンの 原 因 と して の 市

場機 能麻 痺 な らび にそ れ か らの 回 復 の状 況 を も示 唆 す る もの で あ る。
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3.ト イ レ ッ ト.ペ ーパ ー縹 亂 灯 油 市場 の特 性

 一 般 に トイ レ ッ ト・ペ ーパ ー産業 は,メ ー・カ ー段 階 か ら流通 段 階 ま で を通

じて 産業 組織 論的 に言 っ て比 較 的 集 中 度 が 低 く,市 場 が 競 争的 で あ る とされ

て 澄 り,洗 剤 市場 に:つい ては そ の60%を 花 王 と ラ イオ ンの2社 が 占め て い

る,と い われ て い る とお り,寡 占的 で あ る。 灯 油 につ い て は,そ の 灯 油の も

つ 重 要 性 か ら,完 全 に 政 府 に よ リコ ン トロ ール され て 澄 り,政 策 介 入 市場 と

な っ てい る。

 そ こ で,こ れ ら三 市 場 に:おげ る価 格 の特 性 に つ いて 観 て み る と,ト イ レ ッ

ト ・ペ ーパ ーに つ い て は 明 らか に競 争価 格 が 存在 した こ とを前 回 の 分 析 で 示

した。 更 に 今回 後節 の洗 剤 の 需要 分 析 に:よれ ば,洗 剤市 場 は管 理価 格 で あ る

こ とはは っ き り して い る。 また 灯 油に お いて は 政 府 に よ り管理 さ れ た政 府 介

入 価 格 とな って い る。

 トイ レ ッ ト・ペ ーパ ー の価 格 と洗 剤 の価 格 を47年1月 か ら50年12月

迄 を月別 に グ ラ フに とっ て み る と図1の と澄 り とな る。

 トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー一に 澄 い ては,47年1月 か ら同 年12月 迄ほ とん ど

変 化 な く推移 し,48年1月 に10%の 上 昇 をみ 一L,同 年2月 か ら同 年8月

迄 は1%強 の微 細 な上 昇 を示 し,48年9月,10月 と各 々10%の 上 昇 を

示 した後 同 年11月 には 平 常 時 の2.21倍 とな り,同 年12月 に は更 に上 昇

して平 常 時 の3倍 近 い価 格 を示 した 。 その 後49年2月 に は2.36倍 へ と戻

り,そ の後50年7月 の1.67倍 迄 価 格 はゆ るや か な カ ー ブで 減 少 しつづ け

た。50年7月 以 降 多 少の 凹凸 は あ るが ほ ゴ横 ば い に 推 移 し50年12月 に

至 って い る。 こ の よ うに トイ レ ッ ト・ペ ー パー 価格 の上 下 動 は,非 常 に激 し

く,需 要 量 の 変 化 を よ く表 わ して い る。 とい うこ とは,競 争価 格 と しての 性

格 を 充 分持 って い る こ と を物 語 って い る。

注1)Keio Economic Observatory Review雁1 1-2,

 拙 稿 参 照
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図1 洗剤 ・トイレッ ト、・ペ ーパー ・灯 油の価格 変動
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 一 方,洗 剤の 価 格 は47年1月 か ら48年11月 まで,ほ11.0の とこ ろ

を平 行 に:移動 して い る。48年12月,49年1月,2月 には 各 々お よそ

10%ず つ上 昇 し,澄 よそ1.28を 示 めす 。49年2月 か ら同 年7月 まで,

ま たほ1"一 定 に推 移 して い る。 しか し,同 年8月 に は,ま た もや10%の 」二

昇 をみせ,そ の後9月,10月 と微 かな 上 昇 を続 け,11月 か らお よそ1.4'

前 後 の価 格 を50年12月 まで持 続 して い る。 言to換 えれ ば49年2月 と

49年10月 に それ ぞ れ お よそ30%,20%の 上 昇 を して い る。 洗 剤の

49年2月 の 上 昇 は原 材 料 費 の値 上 が りに よる コス ト高 に対処 す るた めの 値

上 げ と国民 生 活 白書 では述 べ て い る。 そ して49年8月 か ら49年11月 迄

の価 格 の上 昇は,49年7月 に通 産 省が 生 産 者 の コス ト値 上 が りに よ る洗 剤

価 格 の 値 上 げ 申請 を認 可 した こ とに よ る もの と思 え る。 しか し,総 体 的 に み

て,細 か い振 動 を伴 わ な い 明瞭 な 段階 状 の上 昇 を示 して い る。 この こ とだ け
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見 て も管理 価 格 的 要 素 を 充 分持 っ て い る商 品 と言 え る。

 灯 油 につ い ては,48年1月 か ら同 年9月 迄 なだ らか な カー ブ で8%上 昇

し,同 年10月 か ら12月 に か け て 丸 味 を帯 び た や!角 度 の あ る上 昇 カー ブ

が 画 かれ てお り,翌49年1月 に は0.4%下 向 し,そ の ま ま同 年5月 迄継 続

さ れ,同 年6月 に一 気 に80%の 上 昇 を示 しそ の後,多 少の 凹 凸 は あ る もの

の50年6月 ま で持 続 さ れ,同 年7月 か らゆ るやか な 上 昇 カーブ を画 きつ1

同 年12月 に:至 って い る。 最 初 の48年 か らの10%の 上 昇 は,世 界経 済 情

勢 特 に:ア ラブ産 油国 の情 勢 に 対応 しな が ら政 府 が除 々 に値 上 げ を認 め た 結

果 で あ る。 した が っ て,ト イ レ ッ ト ・ペ ー パ ー や洗 剤の よ うに 急 角 度 の上 昇

は 見 られ なか った が,結 果的 には1年 が か りで,洗 剤 と同 率 だ け 上 昇 して い

る。 そ の 後48年12月 に トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー,洗 剤 の 異 常 需 要 増 加が 騒

がれ た ため,灯 油に つ い ては,か え って49年1月 か ら同年5月 まで価 格 を

押 え る結 果 とな り,前 二者 市 場が や!落 着 きをみ せ た6月 に,原 油価 格 は 見

合 う コス ト分 を灯 油 の価 格 に反 映 して 可能 な 範 囲 で 値 上 げ を行 っ た もの と思

え る。

4.洗 剤市 場におけ る消費 者の需要行動

 4-1 需要 曲線の当嵌 め

  洗剤市場降 ける消費霰 分析は,前 稿響 述べた通 り,正 常時峰 け

る 消 費者 の 消 費 行動 を安 定 的 な 需 要 関数 で捉 え,そ れ との乗離 を も って異

常 時 の程 度 を識 るや り方が 最 も妥 当で あ る との 見解 に も とず い て い る。 そ

して,こ 丶で も トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ー の場 合 と同様 に ペ ルヌ イ ・ラプ ラ ス

型 選 好 関数 を用 い る。

 この 効 用 指 標 関 数U=(a,+q、)α1(a2+q9偽 を展 開 して得 られ た 限 界

効用均等式

注2)Keio Economic Observatory Review痂1第1部 の2.ス タ

 グ フ レ ー シ ョン期 に 澄 け る トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー市 場 の分 析,拙 稿 を 参 照
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   彑P1+1 a2-P, qi=一P2+⊥.P, qs
   a,           偽   偽      a,

と収 支 均等 式

   P,q1+P2 q2ニY

か ら洗剤 の 需要 関数 の理 論 式 を

1)動 一AY荳B馬+C

と導 く。

 この場 合,各 変 数 はq,=洗 剤の 消 費:量,P1=洗 剤の 価 格, Y=可 処 分 所

得 ・P8=・ そ の他 の 価 格 で あ り・ 家 計 の 可 処 分所 得Yと 他 財 の 価格PLと を所

与 の 定数 とみ なせ ぱ ・ 需要 量q1と 当 該 財価 格P1と の 関係 を示 す マ ー シ ャル

的 な 需 要 曲線 の方 程式 と して 読 む こ とが 出来 る。

 48年 末 に起 った トイ レ ッ ト ・ペー パ`.続 ぐ洗 剤の 異 常 購入 増 加 は

49年 度 「国 民 生 活 白書 」 に も取 り上 げ られ,そ の原 因は 種 々論 じ られ て

い るが,こ こでは経 済 理 論 的に異 常 時を検 出しその異常 の要因を詳 らか にしたい。

 需 要 関 数1)式 が 実 績 値 に対 し て 説 明 力 が あ る か 否 か を 先 ず 確 か

めね ば な らな い。 そ こ で需 要 量 の変 化 を 「家 計 調査 」 か ら読 み取 る と明 ら

か に,昭 和47年 末 迄 はほ とん ど変 りな く推 移 して い る(2図 参 照)。 こ

こで まず考 えね ばな らな い こ とは,当 て嵌 め る 月次 数 値が 季 節 調 整 済み の

もの,未 調 整 の もの の場 合,そ して 更 に,こ の 関 数 に入 って い な い要 因,

例 え ば気 温,湿 度 を 加味 した場 合 とを検 討 せ ね ばな らな い 。 第 三番 目の 問

題 に つい て は,第 一s第 二 の 問題 を解結 した結果,そ の 精度 の 良 い方 の 関

数 に 月別 ダ ミー変 数 を入 れ る手 法 も考 え られ る。

 ま ず,未 調 整の 月次数 字(昭 和40年1月 か ら同47年12月 迄)に 基

い て需 要 関数 の パ ラ メタ ー を計 測 す る と

  軌一 α03466鳥 チ001205gY一 α6668

標 準 誤 差(0.01697) (0.000894) (0.7804)

tvalue     2.042      1,348    0.854

       R=0.52, S=0.23
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q

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

とな る。 この式は所得Yの 係数Aが 負値 を とり,需 要 関数の理論的 制約 を

満 たさないため使 用不能 と判断さ れ る。

         2図 需要量(PQ/P)の 月別変化
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そ こ で,季 節 調 整 済 み の 月 次 数 値 を 使 っ て 測 定 し た 結 果

    0.0004696Y+0.18922P22) 
q1=                 +0.8587

 標 準 誤 差(0.000193) (0.36632) (0.16846)

 tvalue       2.433       0.516      5.097

          R=O.93  5=0.05

  P1=洗 剤価 格(CPIの 洗 剤)

  qi一 洗 剤 消費 量(月 当 り洗 剤 消 費金 額 ÷P1)季 節 修 正 済数 値

  Y=可 処 分 所 得 の 季 節 修 正 済 数 値

  P2=「 そ の 他 」 の価 格(一 般 物 価 指 数)

q1=0.0012289Y+0.8505P._08288R=0.975=0.07
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が 得 られ た。 2)式 に先 に述 べ た 気 温,湿 度 を需 要 量 の 決定 要 素に 加 味す

べ きか 否 か を判 断 す る ため,月 別 ダ ミー変 数 を用 い て再 測 定 した ところ

    0.0004692Y+0.19001P$

  q1=    一ｰ+0.8583+0.000654
標準誤差(0.000194)           (0.3690)                 (0.1698)                       (0.!1885)

tvalue     2.413      0.514      5.054         0.03      '

         R=0.93   5=0.05

  と殆 ん ど2)式 と変 らない結果 を得 る。 このこ とは, 2)式 に用い た消費

  量,可 処 分所得数値が既に季節調整 をほ どこ して あった ため,気 象条件要

  因が大方 除去され た と観 るこ とが 出来 よう。 2)式 は図3,表7に 見 るよ

  うに内挿 の結果 も よいの で,ま ずまず 良好 な需要 関数 と言え る。

          3図 需要 曲線の正常位置 と実績値 の乖離

面    1齣 {ll踊 ヱ繋 嘗 月:月別
     40 41 4'1 43 7A    A5   1G   d7  'L'31.15 G7891L1011
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1。0    1。1    1。2    1・3    1・4    1。5    1.6    1・7    1.8    1.9    2。O   q(需 要量)

  次に:この 需要 関数 を用 い て 昭和4,8年1月 以 降 同年12月 迄の 外挿 を 行

 な っ てみ る と表8の とお り とな る。

  表7と 表8と を 比較 して観 ても 判 る よ うに,昭 和48年1月 か ら同48

 年9月 迄 は そ の 誤差 の割合 が0.00か らo.osに:わ た っ てお り,内 挿 の 結果 と
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表7

(o) (E) (D) (D)/《o)
実績値 推定値 (o)一(日) 誤差率

40年 1.2? 1.28 一 〇.01 0.01

41 1.33 1.32 0.01 0.01

42 1.35 1.35 0 0
,

43 1.40 1.40 0 0

44 1.45 1.46 一 〇.01 0.01

45 1.55卩 1.53 o.02 0.01

46 1.58 1.60 一 〇
.02 0.01

47 1.68 1.6? o.ol 0.01

表8

年月 (o)
実績値

(E)

推 定 値
(D)(

OB(E)
(o)/(o)
誤差 率

48年1月 1.74 1.74 0 0

2 1.67 1.73 一 〇.06 一 〇.04

3 1.89 1.73 0.16 0.08

4 1.71 1.75 一 〇.04 一 〇.02

5 1.65 1.76 一 〇
.11 一 〇.0?

6 1.77 1.79 一 〇.02 一 〇.01

7 1.92 1.80 0.12 0.06

8 1.84 1.81 0.03 0.02

9 1.85 1.84 0.01 0.01

10 2.06 1.88 o.is 0.09

11 5.66 1.91 3.75 0.66

12 2.87 1.79 1.OS 0.38

メ ター を求 め てみ る と次式 を得 る。

比 べ て 先 ず 良 好 の 出来 と言 え る。

 しか るに,48年10月 に,そ の 誤

差 の割 合 は9%と 前2ケ 月の1%,2

%に 比べ 一 躍 増 加 を示 す 。 購 入 量 実 績

値 で は 初 め て2.00(S45年 不 変 価 格,

円)を 越 し2.06と な る。 更 に翌 月の

11月 には 誤 差 の割 台 は66% .と一 段

と大 き く跳 ね 上 り,実 績値 と推定 値 の

乖離 は途 方 もな く広が り前者3.75を 記

録 す る。 そ の翌 月の12月 には,若 干

需 要量 が 減 少 した もの の,相 変 らず そ

の 乖 離の 割合 は3.8%と 正 常 時 の 誤差

の 平 均2%を 大 巾に上 廻 ってい る。

 この 結果 か ら異 常 な 需 要 増 加 を示 し

た時期 は 昭和48年10月 か ら と読 み

とる こ とが 出来 る。

 そ こで更 に念を入れて,2)式 のP1,P2,

Yの 諸変 数 に各 々昭和40年1月 か ら

同48年9月 迄 の 月別 数 値 季 節 調 整 済

を入 れ て推 定 し,A, B, Cの 各 パ ラ

     0.00050166Y+0.14137P$ 3) 
qi=                  十〇.87486          P

,

 標 準誤 差(0.0001869) (0.3533)  (0.16156)

 tvalue        2.684      0.400       5.415

         R=0.95      5=0.05

3)式 の 内容 は2)式 の それ と比 べ,ほ とん ど変 化が な い。 つ ま り,48年

に入 ってか らも9月 ま での 家計 需 要 行 動 は47年 末 ま での 正 常 型 をほy維
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(o)
実績値

(E)
推定値

(n)(
o)一(E) 鞭

40年 1.2? 1.28 一 〇.ol 0.01

41 1.33 1.31 0.02 o.02

42 1.35 1.35 0 0

43 1.40 1.40 0 0

44 1.45 1.46 一 〇.01 0.01

45 1.55 1.53 o.02 o.oi

46 1.58 1.54 0.04 0.03

47 1.68 1.6? 0.01 0.01

48年 1月 1.74 1.74 0 0

2 1.6? 1.73 一 〇.06 0.04

3 1.89 1.74 0.15 o.os

4 1.71 1.75 一 〇
.04 0.02

5 1.65 1.77 一 〇.12 o.07

6 1.77 1.80 一 〇.03 0.02

7 1.92 1.80 0.12 0.06

8 1.84 1.82 0.02 o.oi

9 1.85 1.84 o.ol o.ol

持 してい たと確認で きる。

 そこで3)式 によ り昭和40年 ～同47年(年 平均)昭 和48年1月 ～同

年9月(月 別)迄 の 内挿 を してみ る と,9表 の と澄 りとな る。 しか し,3)

                   式につ いての内挿の結果 は,同    表9

                   じ期間に対す る2)式 による内,

                   外挿の 結果 とその誤差の割合が

                   あま り変化はな いもの の,昭 和

                   40年 か ら同47年 の年平 均に

                   対 する誤差 の割合は2)式 に澄け

                   るほ うが若 干秀れ ている。 これ

                   らのこ とか ら,正 常時の需要状

                   態を示す のに3)式 より2)式 のほ

                   うが,よ り説 明力あ る需要 関数

                   である とす るこ とが 出来 る。 そ

                   こで洗剤需要の正 常型 としては

                   2)式 を採用す るこ ととす る。

4-2 48年10月 以 降 の異 常 需要

 選好 理 論 に も とつ いて導 出 した平 常時 の 需 要 関数2)式 か ら画 か れ た 需

要 曲 線 に 実績値 を当 て 嵌 め て,そ の異 常時 を観 る と40年1月 か ら48

年9月 迄 は需 要 量 が1.30か ら1.80の 範 囲 で需要 曲線 上 な い しは そ の近傍

に存 在す る こ とが 判 る(図3参 照)。 しか し48年10月 に 入 る と実 績

値 は 需要 曲線 の 右 へ乖 離 し始 めs前 月9月 よ り需 要 量は0.21増 え2.06を

示 めす 。 価 格 は 前 月9月 と同 値 で99.5で あ る。 そ れが,翌 月11月 に は,

需要 量 は 大 巾に 増 加 し,前 月10月 の2倍 強 の5.66と 最 大値 を記 録 し,

実 績値 は 需 要 曲線 か ら大 巾に右 へ乖 離 した。 しか し価格 は100.4で10

月の 価 格99.5を1%ほ ど上 廻 っ た に過 ぎ ない が,こ れ は 過 去8ケ 年 間の

一13一



価 格が ほ1'100前 後 で あ った こ とを考 慮す れ ば,わ ず か なが ら⊥昇 と言 え

よ う。12月 に入 って 需 要 量 は11月 よ り需・要 曲線 に 近 づ き2.87と11月

の2分 の1に 滅 少 した もの の,な お・平 常 時の1.7(1前 後 か ら比 べれ ば 異常 に

大 きい:量で あ る。 そ の 後 需 要 量 は49年1月 に3.54と 需 要 曲憩 か ら大 巾 に

右 へ 乖 離 した もの の,2月 に 入 り1.41と 平 常時 の数 量 以 手 に 激減 す る。 そ

の 後49年7月 の3.20を 除 け ば何 れ もほ1'平 常 時以 一トの 数 鼠 を示 し,需 要

曲線 か ら左 へ の 乖 離 を示 す。 一 方価 格 は49年1月 に118を 示 し,そ の 後

除 々に上 昇 し続 け49年10月 には14].2を 記 録 しそ の 後51年8月 ま で

141を 上rFす る形 を とる。

 そ の間,48年11月 に 通 産 省 に よ る行 政 指 導 が 行 な われ たが,Mレ

ッ ト・ペ ーパ ー よ りそ の 終 息 には 時 間 が か ＼っ た と49年 度 「国 民f_#:活白

書 」は 述 べ てい る。 そ こで平 常時 の 需 要 関数2)式 に 実 績値 を 当 て嵌 め て,

実 績 価 格 に 見合 う需 要:量な らび に実 績 需 要 量 に 見合 う価 格 を算定 してみ る

と表1。 の と齣 となる。 この1。 表に よる と49年 癩 の_馳 賄 ぎ

に よる需要量 の増加 を除いて,49年3月 か ら実績価格は実績 需要量に見

合 うべ き価格 を下廻 り,特 に49年10月 以 降はほ とん ど変化が 見 られな

い。 即 ち,買 い溜 めによる保有増加が原因 とな って需要景は平 常時の1.70

前後を下廻 り,価 格はその需要 量に見合 う価格以下 に押 し 下げ られて いる

ので ある。

 4-3 需要 曲線 の異 常変位

 価格 と数量は 市場 におけ る需票 曲線 と供給 曲線との交点で決まるという理

論的 視点か らすれ ば,48年10月 以降の実 績需要曲線は正 常位置 よ り右

上方 に変位 し・49年3月 か ら49年7月 を除いて実績需要 曲線は正常位

置 よ り左へ変位 したこ とになる。 (図4参 照)こ の変 位の第一次近似 とし

ては 需要 関数2)式 の定数項Cが 正常値か ら変化 したため と解釈で きる。需

注3) 49年7月 に通 産 省 は洗 剤 コス トの 値上 りに よ り家 庭用 合 成 洗 剤 の値 上げ を認

 可 した。
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実績需要量. (A)に見合 う 実績価格 ⑧ に見合 う

(Aj
べき価格

礫黎鱒
べ き数 ・量

48年10月 Z.U6 84.5 99.5 亅.88

11 5.66 21.9 100.4 L91

12 2.87 50.2 108.9 1.79

49年 明 3.54 3H.2 118.0 1.73

z L41 188.4 127.3 1.fi 7

3 1.32 218.1 126.3 1.66

4 1.24
`LK5

.5 126.1 1.72

5 1.3A 238.4 125.5 1.77

6 1.Ei 9 141.3 1249 1.80

7 3.2U 59.3 124.6 1.88

8 L50 1S8.5 132.3 1.77

9 L41 218.2 138.4 1.73

10 1.44 `L10
.2 141.2 .7L

ll L86 124,4 111.9 1.74

12 1.60 17].? 142.1 1.75

50年 け 」 L45 `L13 .3 141.9 1.75

z 1.5U 199.1 141.9 1.76

3 1.6U 159.H 14L7 1.76

4 1.47 214.9 191.A 1.79

5 1.40 24L4 191.3 1.78

6 1.56 ]93.0 141.2 1.82

7 L64 藍78.3 141.2 1.85

H 1.42 246.0 141.2 1.84

9 1.47 222.4 141.1 1.82

表10正 常需要 曲線上におけ る 「実 績需要量に  要 関数の理論 式1)

    見合 うべ き価格」 と 「実績価格 に見合 う    
べ き数量」             か ら明 らかな ように,

                        騰 項GはG一 無}
                        とい う構造 をもって

                        N"'り,洗 剤の限界効

                        用 曲線 の位置 を決め

                        る選好パ ラメターaI

                        を含む誘導型 パ ラメ

                        ターであ る。そ こで,

                        需要 曲線 の正常位置

                        か らの変位が認 め ら

                        れ る48年10月 以

                        降の期 間について,

                        パ ラメタ・一A,Bを

                        不変 としなが ら需要

                        曲線が実績点 を通 る

                        よ う;なノaラメターC

                        を求め ると,正 常時

                        の需要関数の定数項

                        Cは+0.8587と い

う値 をとっていたのに対 して,10月 は+1.040,11月 は+4。614,12

月は+1.942と い うように変化 している。その後49年1月 に+2.672

とな り,2月 以降は同年7月 の+2.180を 除け ば,,ほ'f+0.7前 後 と平 常

時 を下廻 る値 をとる。 この こ とは実 績 需 要 曲線 が 正 常 時の需要 曲線 よ り

左側へ片寄 ってい るこ とを明示 してい る(表11参 照)
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表11

籌賞聾2皺 輝 要関数の定数項Gと選

平 常 時C=0.8587

  al=一 〇.8594

需要曲線の截片 限界効用曲線の截片

c al

48年10月 1.040 一1 .040

11 4.614 一4 .616

12 1.942 一1 .943

49年1 2.672 一2 .673

2 0.595 一 〇
.595

3 0.524 一 〇.524

4 0.604 一 〇
.604

5 0.426 一 〇.426

6 0.750 一 〇.750

7 2.180 一2ユ81

8 0.587 一 〇.587

9 0.541 一 〇.541

10 0.575 一 〇.575

11 0.983 一 〇.983

12 0.704 一 〇.704

50年1 0.562 一 〇.562

2 0.601 一 〇.601

3 0.757 一 〇.757

4 0.543 一d .543

5 0.4?6 一〇
.476

6 0.602 一 〇.602

7 0.412 一 〇.412

S 0.623 一 〇.623

9 0.779 一 〇.779

注)ト イ レ ッ ト・ペ ーパ ーの場 合 は、

  平 常 時 に 誇け るCは 一 〇.3829、

  a1は+0.38236で あ った のが、

  48年9月 にCは 一 〇.0312と

  負 値 は小 さ くな り、10月 か ら+

  に転 じて、+0.637を 示 す 。11

  月 に は+1.8678と 最 大 を記録

  す るが、12月 は+0.3540と

  減 少 し、39年2月 に一 度 負値 を

  とる他 は+0.1な い し0.2の とこ

  ろに落 着 く。a1も 平 常 時 は

  +0.38236で ある が、38年

  g月 に+0.0313と 減 少 し、10

  月 は 一 〇.6378と な る。 そ の后

  39年2月 に+0.0984を 示 し

 た以 外 は 負値 とな る(ス トック量

  を未 考 慮)。 しか しCもa1も そ の

 絶 対値 に洗 剤 の方 が は る か に大 き

 い。

4-4 限界効用曲線の変位

消費者行動の構造式

(i)P,+却q1一 熱+毒 恥

(の PIq1+P2q2ニY

限界効用均等式

収支均等式
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か ら導かれ る需要 関数

4)ql一 纛 着+舞 詩一轟

             α1 ,B=α1 al , C=_α2aiと1)式 との 対応 関 係 はA=                           とな って い る。            ら+α
2                 ら+a2                        陽+α含

そ こで2)式 に:示さ れ た平 常 時 の 諸 係 数A,B, Gの 実 測 値 に も とつ い て構

造 パ ラ メ タ`.を 計 算 す る と,

    α1=o.00046964

    a2=0.99953

    al=一 〇.8594

    a2=402.9387

を得 る。 これ か ら平 常 時 のa1が 一 〇.8594で あ る こ とが 判 り,平 常 時の 限

界 効用 式

       0.00046964    U=
      一〇.85899+q,

を得 る。

 この 効 用 式 か ら選 好 パ ラ メ ターaiが 零 の と き,そ の 財 の 限 界効 用 は 消費

量qに 反 比 例 す る。ai>0の と きは ・ 消費 量qiが 零 に近付 い て も限 界効 用

は!E値 を と りうるか ら,他 財 に 対す る限 界代 替 率 はqi=0の 付 近 で も有 限

値 を と鵬 る・ しか し・i<・ の ときはqi>1・iiで ない と正の限界効用が

成立 しな いか ら渓 際 ヒ消 醐qiは 同 以稚 勧 徽 い とい う制約

を生 じ・ 同 が緊急最低腰 量 とい う意味 を もってい る・

 洗 剤 の 需 要 関数 の パ ラメ タ`Cに 含 まれ るalは11表 で 観 て判 る よ うに

平 常 時 か ら負 値 を とって い る。 それ が48年10月 に 負 の 絶対 値 は 増 大 し,

同 年11月 には 一4.616と 最 大 を記録 す る。 そ の後 翌49年1月 の 一2.673

を境 に:減少 を示 し,49年7月 の 一2.181を 除 け ば,ほ 讐平 常時 の 負 値 よ

り低 い値 とな る。 しか し,こ の よ うに 平 常 時 で も負値 で あ る こ とは常 時 緊

急 必 需 品 で あ るこ とを示 し,前 回行 な った トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー のそ れ が,
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平 常 時 に:+0.38336を 示 して い る こ とか ら比 べ,洗 剤の 限 界 効用 曲線 は

平 常 時 で も トイ レ ッ ト・ペ ーパ ーの それ よ り右 上 方 に 存 在 して い る こ とが

判 る。 更 に,48年11月 には 負値 は 最大 とな り,そ の 限 界効 用 曲線 の位

置 は 大 巾に右 に移 っ てい る。

          図5限 界 効 用 曲 線 』

 U

O.0030

o.oozo

o.ooio

o.oooo

平常時

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 4

 4-5 消費者の ス トヅク効果を考慮 した限 界効 用曲線変位の測定

 洗剤の購入量は48年10月 か ら平 常時のそれ より多 くな った。仮 りに

平 常時の消費量が購入量 にほ ぼ一致 してい るない しは繰越率 がほ!等 しか

った とした ら,48年10月 か らの平 常時を超可購入量はその超過 分だけ

翌 月への繰越量が増 えてい るこ とを意味す る。即 ち11月 では

驫湛 総 噛 だけの(追加)ス ト脇 生じて・… とに孀

注4)消 費 者 行 動 に 澄 け る ス ト ック 効 果 に つ い て の 諸 研 究 はHS. Houthakker and

  L.Q. Taylor,Consumer Demand in the United States 1929～1970,

 Analysis and Projection,2nd ed.,Harvard Unfiversity Press,

  1969西 川 俊 作,黒 田 昌 裕 訳,頸 草 書 房 に ま と め られ て い る。
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 し たが って,

慮 す る と

11月 以 降各 月 の限 界効 用 式 に ス トック量q*の 存 在 を考

   肅
とな ろ う。 この こ とは誘 導 型 パ ラ メ ターCが

           偽(al+q>～      C
12月=一 ら+偽

の ような 構造 をもち,需 要 関数の裁 片Cの 値がス トック量q㌔)数 値 を含む

もの で あ っ た と解 釈 さ れ よ う。

 以 下 消 費者 の ス トック効果 を加え て選 好パ ラメ タ ーa,の 数値 を48年

10月 か ら51年12月 ま で 計測 してみ る と表12の とむ り とな る。

 12表 は トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ー と洗 剤の パ ニ ックの 様 相が 大 き く違 って

い た こ とを如 実 に示 し てい る。 トイ レ ッ ト・ペ ーパ ーの 場合 は その 超過 ス

トックが48年9月 か ら始 ま って49年3月 に:は消滅 して い る。 しか し,

洗 剤 の 超 過 ス トックの 始 ま りは48年10月 と トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー よ り

1ケ 月遅 く始 ま っ て い るが,そ の 消 滅 は翌 々年 の51年4月 で あ る。 した

が っ て洗 剤の 需要 量 が48年11月 に:5。66と 最大 を示 した後,49年1月

の3.54を 最 後 に同 年2月 か ら1.41と 平 常以 下 に戻 って い るに もか 丶わ らず,

ス トック量 を調 整 した後 のalは そ の 絶 対値 の ピーク を49年1月,2月 に

置 き,そ して その 数 値 は 一7.713,一7.325と かな りの 大 きさで あ り,そ

の 後 は49年7月 の 一 時的 買 急 ぎ を除け ば,ス ト ック量 調 整 後 のa,は 除 々

にそ の 値 を減 じて い る。 しか しそ のa1の 異 常 時 の変 化 は非 常 に 緩 慢 で 完全

に:平常 時 に戻 るの は(ス トック 量 が 消滅 す る)51年4月 で あ る。
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表12 ス トック量 を調整 して測定 した異 常期

   の 回帰係数Cとa1の 変化

平 常 時0=0.85899 平 常 時C=0.85899
洗  剤      at=一 〇.8594

  狂 乱 時(48年11月)a1=一4.616

洗  剤     a,=0.8594 狂
乱 時(48年11月)ar=4.616

年  月 年  月

C

  a,

(未調 整)

  a,

囎
ス トッ

ク 量
C

  a,

(未調 整)

  al

㈱
ス ト ッ

ク 量

48年10月 1.040 一1 .040 一1 .040 0 6 0.602 一 〇.602 一3 .222 2.62

11 4.614 一4 .6'16 一4 .826 0.21 7 0.412 一 〇.412 一2 .742 2.33

12 1.942 一1 .943 一5 .963 4.02 8 0.623 一 〇.623 一2 .743 2.12

49年1月 2.672 一2 .673 一7 .713 5.04 9 0.779 一 〇.779 一2 .469 1.69

2 0.595 一 〇.595 一7 .325 6.73 10 0.615 一 〇.615 一1.926 1.31

3 0.524 一 〇.524 一6 .814 6.29 11 0.64? 一 〇.647 一1 .698 1.05

-

4 0.604 一 〇.604 一6 .364 5.76 12 0.700 一 〇.701 一1 .551 0.85

5 0.426 一 〇.426 一5 .576 5.15 51年1月 0.735 一 〇.735 一1 .386 0.65

6 0.750 一 〇.750 一5 .390 4.64 2 0.699 一 〇.699 一1 .240 0.54

7 2.180 一2 .181 一6 .661 4.48 3 0.725 一 〇.725 一 〇.125 0.40

8 0.58? 一 〇.587 一6 .417 5.83 4 0.594 一 〇.594 一 〇.865 0.27

9 0.541 一 〇.541 一6 .021 5.43 5 0.606 一 〇.606 」
10 0.575 一 〇.575 一5 .615 5.04 6 0.649 一 〇.649

11 0.983 一 〇.983 一5 .613 4.63 7 0.728 一 〇.728

12 0.704 一 〇.704 一5 .344 4.64 8 0.676 一 〇.676

50年1月 0.562 一 〇.562 一4 .952 4.39 9 0.686 一 〇.686

2 0.601 一 〇.601 一4 .591 3.99 10 0.623 一 〇.623

3 0.757 一 〇.757 一4 .39? 3.64 11 0.761 一 〇.761

4 0.543 一 〇.543 一3 .993 3.45 12 0.767 一 〇.767

5 0.476 一 〇.476 一3 .546 3.07

一

 4-6 消費者のス トック効果 を考慮 した需要 曲線 の変化

 これ まで異常需要増加 を回帰式 の定数項Cに 含 まれる選好 パ ラメターa萓

の変化 として,ま た異常需要に よって生 じたス トック効果 を考慮 して,限

界効用 曲線の変位 を説明 して来 た。

 そ こで・ これ らの 説明要 因を実験的 に変化せ しめ,そ れに よって需要 曲
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線 が どの よ うに,ま た どれほ ど変 位 す るか を シ ミュ レー トして,消 費 者 行

動 の 内 部構 造 を更 に 解 明 して み たい 。

 ま ず,実 験 月は48年11月 以 降 で,異 常 需要 増 加 を 示 した49年7月

を除 け ば どの 月で も よいの で あ るが,最 高 の 需要 増 を示 した11月 か らあ

ま り離 れ ない ほ うが 実 験 月 として 精 度 が 高 い と思 われ るの で,49年5月

を実 験 月 とす る。

 49年5月 の実 績 価格 を実 績 所得 と ともに正 常 時の 需要 関数 に代入 す る

と

     0.00046964(183263)+0.18922(151.2)                          +0.85899  1.77=              125
.5

とな るが,こ れ か ら得 られ る購入 量qは 実 績 購 入 量 とは 一致 しな い。 す な

わ ち,上 の 正 常 時 の式 か ら49年5月 の 実 績所 得 に 見合 う需 要 曲 線 を 画 く

と図6の ④ とな る が実 績 購入 量 は この 曲線 の 上 には な い 。(図6参 照)

     図6 平 常 時のalと ス トック 調 整 効果 に よ る

        需 要 曲線 の変 位(49年5月)

(b)

150

140

130

120

110

乳00

P (C)  (a)

一4 .00 一3.00         -2.00         -100

(注) (a)平 常時の需要曲線

  (b) aユー定・ストック量調整済需要曲線

  (c)al.スbyク}献 に調整齔 雲該 曲線

U ioo 2.uoq

そ こで仮 りに,選 好 パ ラ メ ターa1が 平 常 時 のま ま で,た だ異 常 ス ト ック と

い う外 部的 条 件 の み で購 買行 動 が 変 化 した と した ら,購 買の 異 常 増 加 した
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分 だ けが 次 の購 買量 に 影 響 を与 え るこ とにな る。 そ こ でa1を 正常値 と し異

常 購 入が 生 じた以 後 の ス トック効 果 を加味 して49年5月 の 需要 関数 を測

る と

    _0.000469(Y)+0.18922(P$)                  一4.28858
   qs-       p

とな り,こ の 式 か ら実 績所 得 に 見 合 う需要 曲線 を画 く と図6の(b)と な る。』

次に,異 常 需 要増 加 を回 帰式 の截 片Cの 変 化,に よって 生 じた もの とす る

と,需 要 関数 は

     0.000469(Y)+0.18922 (Pg

   q・=  P,   +0.426

とな る。 この式 か ら需要曲線 を画 くと図6の ◎ とな り,49年5月 の実績

数量 と価格は この線上に存 在す るこ とになる。

 需要 曲線(a)は49年5月 に も正常時 と同様 の購買行動 を した ら,と い う

仮定 で,即 ち正常時の需要 関数 に49年5月 の実績 所得 を当 ては めて得 た

需要 曲線であ り,(b)は 正常時 の購買意欲で購買 した ら,即 ち,a1は 正常時

の ま!と しス トック量 のみ調整 した ところの需要 曲線 であ る。◎は5月 の

実 績需要 量 と実績価格 の上にの る実 際の購買行動 を示 す需要 曲線で ある。

曲線(a)は曲線◎の右上方へ位置 して いる。 このこ とは,も し5月 の 購入価

格で平常時の購買行動 をしたな らもっ と沢山の数量 を購入す るはずであ る

し,価 格 も5月 の購入数量に見合 う平常時の価 格は5月 の購入価格 よ り高

い こ とを意味 してい る。 この需要 曲線(a)と◎だけ で もの を言えぱ価格 も数

量 も平常 時 よ り若干下廻 って いると言 うことが出来 る。 しか し需要 曲線◎

と(b)の乖離 は需要 曲線(a)と◎の乖離のおおよそ12倍 に近 い。 とい うこ とは,

需要 曲線(b)とO)の 関係の方が需要曲線(a)と◎ の関係 よ り強い意 味を持つこ

とにな る。 需要 曲線(b)は平 常時の購買意欲を持 っていたな ら,買 い過 ぎた

分の量に よって,後 の時期の購買量が どの位 かわか るか とい うこ とであ る。

需要 曲線◎ か ら平常時の価格の100前 後に見合 う数量 を読み とる と一3.20
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前 後 とな って い る。 す な わ ち 平 常 時 の 購 入 量 が お お よそ150前 後 か らみ

て あ と2ク 月は購 買 行動 を しな い こ とを意 味 して い る。 しか し実 際 には 平

常 時 よ り下廻 る とはい え購 買行 動 が な され,需 要 曲線O)を 画 い て い る とい

うこ とは,a,の 変 化 に よって 需 要 曲 線(b)が ◎ へ 変位 した こ とに な り, a,の

変化 度 が 非 常 に高 い こ とを意 味 す る。換 言 すれ ば,緊 急 度が 非 常 に 強 ま っ

て い るこ とで あ り,心 理 的 買 い急 ぎ状 態 が 続 い てい る と読 む こ とが 出来 る。

 4-7 正 常 時な らび に異 常 時 にお げ る価 格 弾性 ・所 得 弾 性

齪 され嬬 飄 数にもとつい碍 ら練 価格難 は i4t

と な る 。

所得弾性は洞 じく・)式から舞 一舒 から1鑑 一荒 一鵡

で 計算 さ れ る。

 上 の二 つの 式 か ら洗 剤 の平 常 時 と異 常時 の 実績 点 に お け る両弾 性 値 を測

る と表13の よ うに な る。 (表13参 照)

 この 表13の 結果,価 格 弾 性 は 澄 澄 よそ 絶対 値が0.3～0.5で あ り,所

得 弾 性は0.2～0.4を 示 め し,所 得 水準 の上 昇 に よる 需要 曲線 の上 方変 位

に伴 って弾 力化 して い る。 しか し,前 回 行 な った トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー の

需 要 分 析 に澄 い て,平 常 時の 価 格 弾 性 の 絶 対値 が1を 越 え,所 得 弾 性 は

0.7平 均 を示 め して い た こ と と比 較 して 洗 剤 の 需要 は一 層 非 弾 力的 で あ る

こ とが 判 る。 言 い か え る と,需 要:量が 昭和40年1月 か ら同48年9月 迄

月別 に観 てほ とん ど大 きな 変 化 を もたず に 推 移 して い る とい うこ とか ら も

洗 剤 が よ 秘 融 商 品 で あ るこ とが 読 み とれ5)a

 48年10月 以 降 の洗 剤需 要 の 異 常 増 加 に 伴い,価 格弾 性 は48年11

月 に 一 〇.185と 平 常時 に 比 べ 一 段 と非 弾 力的 とな る。 そ の後49年2月 を

期 に ま た そ の値 は 一 〇.5前 後へ と増 大 し,平 常時 な みに 戻 って い る。 一 方,

注5)マ ーシ ャル は 「経済 学 原 理 」(馬 場 啓之 助 訳 東洋 経済 社)第 三章 「生産 ・消

 費 ・労働 ・必 需 品 」の なか で,必 需 品 につ い て 「生 存 のた め の 必需 品 と能率 のた

 め の必 需 品 」が ある こ と と 「消費 は 習慣 を変 え る ことに よっ て節約 す る こ と もで

  きよ うが,必 需 品 を 削減 す る ことは かえ って大 きな損 失 を もた らす 」 と述 べて い

 る。
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表13

価格弾性 所得弾性 価格弾性 所得弾性

40年 一 〇.333 0.228 4 一 〇.696 0.513

41 一 〇.343 0.230 5 一 〇.682 0.512

42 一 〇
.364 0.249 6 一 〇.556 0.420

43 一 〇.387 0.269 7 一 〇.319 0.245

44 一 〇.409 0.289 8 一 〇.609 0.460

45 一 〇.435 0.313 9 一 〇.616 0.462

46 一 〇.465 0.339 10 一 〇.601 0.449

47 一 〇
.680 0.354 11 一 〇.472 0.354

48年1月 一 〇.683 0.514 12 一 〇.560 0.423

2 一 〇.634 0.473 50年1月 一 〇.613 0.460

3 一 〇.503 0.373 2 一 〇.600 0.452

4 一 〇.543 0.403 3 一 〇.544 0.409

5 一 〇
.525 0.3S9 4 一 〇.630 0.474

6 一 〇.502 0.376 5 一 〇.660 0.495

z 一 〇.405 0.303 6 一 〇.614 0.466

8 一 〇.458 0.343 7 一 〇.749 0.608

9 一 〇.562 0.421 8 一 〇.562 0.399

10 一 〇
.495 0.376 9 一 〇.470 0.310

11 一ais5 0.141 10 一 〇.613 0:463

12 一 〇
.323 0.241 11 一 〇.608 0.464

49年1月 一 〇.245 0.181 12 一 〇.576 0.31

2 一 〇.57$ 0.425 51年1月 一 〇.578 0.438

3 一 〇.603 0.436 2 一 〇.591 0.448

3 一 〇.579 0.436

4 一 〇.631 0.474

5 一 〇.619 0.460

所 得弾 性 も48年11月

に0.141,49年11月

0.181と 平 常時 よ り非弾

力的 とな るが,価 格 弾 性

と同 じ く49年2月 以 降

平 常 時 の0.4前 後 に戻 っ

て い る。 この こ とは,需

要 関数の 截 切Cと それ に含

まれ るa置 との 間 に:おけ る

G一 ・一1ηP
,1-1色 ・一 ・)

C>0→1ηP
ll<1 G1<0)

C<0一 囹>1色 ・>0)

とい う関係 を よ ぐ示 して

い る。

5.洗 剤に関す る買手 負

 占の測定

 消費者の 買い焦 りを

「急性耋…蠡 乱 塑 いう

                        形 で捉 え てみ よ う。すな

わち限 界効用均等式に購入市場感応弾 性 λqを 導入 して,μ を貨幣の限界効

用,yを 供給の価格弾性 とした とき洗剤 については,

の
書lj/Pi(1+彡 や 一μ

注6)Keio Economic Observatory Review厩11-1 市 場 競 争 理

 論 の再考,辻 村 江 太郎,1-2 ス タグ フ レー シ ョン期 に 誇け る トイ レ ッ ト ・べ 一

 パ ー市 場 の分析 拙 稿 を参 照
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の よ うな 均衡条件が 書け る。前回の辻村論 文に言われ ている ように,平 常時

においては, 「自分の購 買行動 の過多が価格値上げ につなが るか ら買い控え

よう」 と眄 ような静 鋸 薯的嫡 識をもつ消費者はまず勵 いのである。

この こ とは48年9月 ま で λq1=0だ っ た と解 釈 す る こ とが で き る。 そ れ が,

10月 以 降 何 らか の事 情 で λq】<0に 転 じ,そ れ が 需 要 曲線 の上 方 変位 を も

た ら した と考 え る こ とが 出来 る。

 5)式 左 辺 の形 式 を こ!で 使 用 して い る需要 関数1)式 に導 入 すれ ば 洗 剤 に対

す るそれ は

         AY+BP2

   6)ザP、(1+λ 芍i一   ン)+G

とな る。48年9月 まで の実 績 資 料 に当 嵌 め られ た平 常 時 の 需要 関数 に よっ

て齪 され る1。 月麟 の需鶸 輪 とすれば,各 月のnqiと実績値q,と の差

q广 命が生 じたのは,上 式 の購入市場感応弾性 λq且が零でな く負値 を とるよ

うにな っ た ため で あ る と解釈 す れ ば,10月 以 降 の実 績 需 要 量q1は6)式 で 説

明さ れ る。6)式 を変 形 して

)7 q广c=瓮 縁
)

1+㌻ 一AY+BP2

d

講
航
厂

λ

と して右 辺 の既 知 数 を一与え れ ば λq1/ン を逆 算 す るこ とが で き る。

 こ!で 注 意せ ね ば な らな い こ とは,需 要 関数 の 定 数 項 で あ る誘導 型 パ ラ メ

ターCは 超 過 ス トックの 存 在 に よって

          a,(a.+q*)
       C=一          a

t+{も

の かた ち に変 化 して い る もの と考 え ね ばな らな い。 した が って7)式 で買手 負
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占の 項 λq1/レ を算 定 す る 際 には1前 述 の理 由 で48年10月 か ら51年4月

まで に つ い てCを 上 式 で 補 正 して 澄か な け れ ば な らな い。 それ に よ って 算 定

され た λq1/ン は 表14の と於 りで ある。

表14 消費者の購入市場感応弾性の変化

年  月 λq/ン 年 月 λq/ン

48年6月 一}一〇
.026 4 一 〇.772

7 一 〇.113 5 一 〇.744

8 一 〇.029 6 一 〇.711

9 一 〇.015 7 一 〇.683

10 一 〇.151 8 一 〇.635

11 一 〇.791 9 一 〇.479

12 一 〇.846 10 一 〇.522

49年1月 一 〇.ss7 11 一 〇.455

2 一 〇.888 12 一 〇
.421

3 一 〇.882 51年1月 一 〇.343

4 一 〇.859 2 一 〇
.273

5' 一 〇.836 3 一 〇.211

6 一 〇.g2s 4 一 〇.005

7 一 〇.850 5 一1-0 .346

8 一 〇.859 6 一}一D
.259

9 一 〇.856 7 十 〇.141

10 一 〇.846 8 十 〇.217

11 一 〇.844 9 一十一 〇
.206

12 一 〇.834 10 一}一〇 .298

50年1月 一 〇.822 11 一f-0 .105

2 一 〇.806 12 十 〇.104

3 一 〇.796

 λql/ンが 算定 さ れ た とき,供

給 の価 格弾 性vに,実 測 さ れ た

供給 曲線 か ら算定 した値 を代入

す れ ば,消 費 者の 購 入 市 場 感 応

弾 性 λqlの 各 月の 値 を計 測 す る

こ とが で きる 。 しか し,前 回行

な っ た トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ーの

時 どちが って,今 回は 分 析 可 能

な 供 給側 の 資 料 を入 手 す る こ と

が 困 難 で あっ た。 も し仮 に,供

給側 の価 格 弾 性 がほ 冥一 定 で 変

化 しな か った とす る と,λq/ン

の 変 動 率が 即 ち λqlの 動 き と見

な す こ とが 出来 る。 言い か え れ

ば或 一 定値 を供 給 の価 格 弾 性 に

一与えれ ば 良い こ と にな る。 そ こ

で,洗 剤 の平 常 時 の 消費 者 の購

入 市 場 感応 弾 性 を持 つ項 λq/ン を観 る と毎 年 需要 の増 え る7月 期 を除い て

0。05以 下 の 誤差 範囲 に入 っている。 この ことは平 常 時 は恐 ら く消 費 者は 買 い急

ぎ も,買 い控 え も しな いで あろ うか らそ の購 入 市 場 感応 弾 性 λqlは 零 に近 い

値 を取 る もの と思 われ るこ とを よ く裏 付け てい る。 とい うこ とは,分 母 で あ

る供 給 の 価格 弾性 ンに1を 採 る こ とが 近似 的 に妥 当 と思 え る。 ま た そ うす る

こ とに よ り,消 費者 の 市 場 感 応弾 性 λq1の 変化 を も簡 単 に 読 み取 る こ とが 出

来 る。
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                         の

 そ こ で,表14を 観 る と,48年9月 迄 は 前 回 に:も述 べ た とお り特 別の 需

要過 多 の 期 の7月 期 を除 い てN'よ そ0.05以 下 の 誤 差 範 囲 に入 って い る。 しか

し,48年10月 に は 一 〇.151と そ の負 値 は 増 加 し,更 に翌11月 に は

一 〇。791と 負値 は拡 大 す る。 そ の 後 か すか に 負値 を増 や し翌49年2月 に

一 〇.888と 最 高 を記録 し以 後 除 々にそ の 負値 は 減 少 して51年4月 に 消 滅 し,

51年5月 よ り+0.346と 正値 を とる。 しか し,そ の 正値 も次 第 に減 少 し

51年12月 には+0。104と な る。

 紙 パに比 べ て ス トック効 果 が51年4月 ま で続 い た こ とと並 ん で 負手 負 占

が 異 常期 の48年11月 か ら丸2ケ 年半 も継 続さ れ た こ とに な る。

6.灯 油市場 における家計 の需要行動

 6-1 概   況

  まず灯油購入量の年次別変化 を観 る と,昭 和40年 か ら40年 代の半 ば

 にかけ ては急速に延 びてい るこ とが判 る。購入量 の測 り方 と して,最 初 に

 家計調査 の支出金額 を灯 油の価格 でデフ レー トして実 質値 を とった。7図

 を観 ると,昭 和40年 か ら45年 にかけて,急 速 に灯 油購入 量の実 質値 は

 増大 し,45年 以 降横ば いに移 り,48年 に不 規則的 に増 加 して,49年

 にまた47年 な みの購入量 に戻 り,49年 か ら50年 にかけ て再び増加す

 る といった形 を とってい る。此処で顕著 な ことは,昭 和40年 か ら昭和

 45年 にかけ ての急速な延びに対 して45年 以降の推移が横 ばいになって

 いるこ とであ る。 日本の家計におけ る灯 油購入量が この様に急速 に変 化 し

 た背景 には,消 費の条件 としての灯 油の使 い方の変化が考え られ る。昭和

 40年 代 委での 日本の家計はほ とん どの場 合,暖 房用 には カスス トーブな

 い し電 気炬燵 を使用 してお り,石 油ス トーブは以 前か ら輸入 されていた も

のの・その 普及は極めて少量であ った。 ところが 昭和40年 代の半ば以 降,

 次第に国内 での 石油ス トーブの生産が拡大 し,石 油ス トーブが 普及 す るよ

 うにな った。 それ を反映 して家計調査は昭和40年 か ら電気,カ ス,石 油
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 ス トーブを一括 してス トーブ とい う項 目を掲上 してい る。そ こでこの項 目

 を前述の意味合 いか ら石油 ス トーブの購入量 と して読み取 るこ とにす る。

 その 普及の有様 を観 たのが8図 である。,

  7図 灯 油購入量(年計)(家 計調査)        8図 は 世帯当 りの石

Pq/CPI,

no

;30

`LU

to

  台

40   41   42   43   44   45   46   47   48   49   50有 ζ

 8図 ス トー ブ購入 量(一 世帯 当 り)

0.2U

U.15

o.io

0.05
40  41   42   43   44  45   46   47   48   49   50年

油 ス トー ブ購 入 量:を

実 質値 で表 わ して い

る。 これ に よ る と,

昭和40年 か ら44

年 にか け て急速 に購

入 量 が増加 して い る

こ とが 判 る。 石 油 ス

トー ブの 購 入量 は 昭

和44年 か らや や 頭

打 ちに な り,昭 和

46年 を ピー ク と し

て そ れ以 後 は次 第 に

減 って い る。 これ は

44年 か ら46年 の

間 に,日 本 の 家計 は

石 油 ス トー ブの 普及

が 一 巡 して,・それ 以

降 は 買換 需要 に転 じ

た とい うこ とを示 し

て い る。 この よ うな 石油 ス トー ブの購 入 量 の 変 化 を,別 の 角 度 か ら,即 ち,

家 計 にお け る石 油ス トー ブの保 有 量 とい っ た形 で観 る必 要 が あ る。 石油 ス

トー ブは 言 うま で もな く,耐 久 消 費財 で あ るか ら,年 々の 購 入量 が そ の ま

ま保 有:量 にな る わけ では な い。 一 度 購 入 され た 石 油ス トー ブは 少な く とも
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 4年 間は 使 用 に 耐 え うる と思 われ る。 従 っ て,今 仮 りに 石 油 ス トー ブの 耐

用 年数 を4年 と考 え た場 合 に:,昭 和40年 以後 の 各世 帯 当 りの ス トー ブの

保 有量 の 累 積 を と って み る。 昭 和40年 以 前 は 石 油 ス トーブ の 購入 量 は無

視 出来 る程 度 で あ っ たた め家 計 調 査 に と られ て いな い。 従 っ て家 計 調 査 に

記 載 され る よ うに な った 昭和40年 につ い て み る と石 油 ス トー ブの そ の 年

の 購入 量 が そ の ま ま保 有 量 と読 み換 え る こ とが 出来 る。 昭和41年 の場合

は41年 の購 入 量 と40年 の 購 入量 の 和が41年 の 石 油 ス トー ブの 保 有量

とな る。 同様 に して,昭 和42年 の場 合 は40年,41年,42年 の 購入

量 の 和 が42年 の 石 油 ス トー ブ の保 有 量 とな る。 昭 和43年 にな って,初

め て4年 分 の購 入 量 の 和 が 保有 量 と して 表 わ され る こ とに な る。 昭和43

年以 後,44年,45年 につ い てはrそ の 年 を含 め てそ れ 以 前 の3ケ 年 間

 (計4年 間)の 購 入 量 の 合 算 を保 有 量 と読 み換 え て と って あ る。 それ を示

し たの が9図 で あ る。

        図9 ス トー ブ保 有 量(世 帯 当 り4年 累 積)

                         灯油消費量:(世帯当り).G台

                      一 ・一 灯 油 単 価(乙 当り)円
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 9図 を観 る と 日本 の 家 庭 に:おけ る石油 ス トー ブの 保 有 台 数は,昭 和40
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年 か ら43年 に か け て急 激 に増 加 し,更 に,昭 和43年 か ら45年 ま では

か な りの速 度 で 増 加 して い る。 しか し,45年 以 降 に な る と,石 油 ス トー

ブの 普及 が 一 巡 した こ とに よ って,45年 以 降 の 石 油 ス トー ブ保 有 量,つ

ま り,こ こ での4ケ 年 累積 台数 は頭 打 ちの 傾 向 を示 し,昭 和47年 以 降 は

それ が 誠 少 す る。 ただ し此 処 で昭 和47年 以 後4年 間 の購 入量 累積 台数 が

減 少 して い るの は,必 ず し も石 油 ス トー ブの保 有量 が 減 少 した こ とを 意味

しな い。 何 故 な ら,こ の場 合 仮 りに 石油 ス トー一ブの耐 用 年数 を4年 間 と仮

定 したが,実 際 には 石 油 ス トーブ の耐 用 年数 が5年,6年 とい う風 に 読 め

る とす るな ら,恐 ら く,昭 和47年 以 降 の 石 油 ス トー ブ保 有 台 数 は45年

か ら47年 の 推 移 を外挿 した 水準 を維 持 して い た と読 む こ とが 出来 るか ら

で あ る(9図 の 点 線 部 分 を参照)。 一 方 で,こ の よ うに 石 油 ス トー ブ の保

有 量 が 急速 に増 加 す る とい うこ と と,暖 房 用灯 油 の 消費 量 が 増 加 す る とい

う こ との間 に 密 接 な 関係 が あ る こ とは 容 易 に推論 出来 る 。

 灯 油の 使 用 は ス トー ブに よ る暖 房 用 の み で な く,炊 事 用 の 分 もあ り,更

に,昭 和47年 以 降 の 消 費量 につ い てみ れ ば,一 戸建 て 住宅 の セ ン トラル

ヒ ーテ ィン グの 普及 もそ れ に与 か って い る と思 わ れ るが,そ の主 体 が 石油

ス トー ブで あ る とい うこ とは 間違 い の ない こ とで あ る。 従 って,こ の場 合

家庭 に 知け る灯 油の 消 費 と石 油 ス トー ブ とは 殆ん ど完 全補 完 に 近い 関 係 を

持 っ て お り,石 油 ス トーブ が 普 及 しな い 間 にそ の 普 及度 を上廻 っ た灯 油の

消 費の 延 びが み られ る とい うこ とは殆 ん ど期待 出来 な い 訳 で ある。 この こ

とか ら,9図 と6図 とを比 較す る と,9図 に 澄 いて 石 油 ス トー ブの保 有 量

が 頭打 ちす る時 期 の 昭 和45年 と6図 に:澄け る灯 油 購入 量の 伸 びが 頭打 ち

す る 時 期 昭和45年 とは 一致 してい る。 この こ とは 今 述 べ た灯 油 と石 油 ス

トー ブ との完 全 補 完 に近 い関係 を裏書 きす るも ので あろ う。 勿 論,灯 油の

消費が 石 油 ス トー ブ と完 全 補完 的 な 関係 に あ っ た と して も,そ れ は石 油 ス

トー ブの 保 有 台 数 と灯 油 の 消費 量 とが 比 例 関 係 に あ る とい う こ とを意 味 し

な い。 石 油ス トー ブの保 有 とい うこ とは 灯 油 の 消費 を うな がす 前 提 条 件 で
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は あ るが,石 油 ス トー ブが あ る とい う条 件 が そ な わ った後 に,灯 油 を どの

程 度 消費 す る か は,家 計 の購 買力 即 ち,家 計 所得 と灯 油 の値 段 との 関 係 か

ら決 ま っ て くるは ず で あ る。 従 って 石 油 ス トー ブの保 有 は 灯 油 消費 の 前 提

条 件 では あ るが,両 者 の 間 に数 量 的 比 例 関 係が 維 持 さ れ る とい うこ とに は

な らな い。

 この よ うに考 え る と灯 油 の 消費量 とス トー ブの保 有 量 との 関係 は 前述 の

如 くで あ るが,ス ト・一ブが 保有 され て い る とい う前 提 条 件 が 満 た され た範

囲 に お・い て灯 油の購 入量 は 所得 とか灯 油の 価 格 とか い った 経 済 変数 に 依存

す る こ とに な る。

 次 に,こ れ らの 経 済 変数 との 関係 をみ る と,9図 では 石 油 ス トーブの保

有量 の 推計 値 のほ か に,リ ッ トル 単 位 で 測 っ た,即 ち物的 な家 計 の世 帯 当

り灯 油 消費 量 が 昭和40年 か ら画 いて あ る。 こ の推 移 をみ る と灯 油 の消 費

量 は,石 油 ス トー一ブ の保 有 量 の延 びが 昭 和43年 か ら昭和45年 に かけ て

延 び る間 に,増 加率 を高 め る形 を と って い る。 これ は恐 ら く昭和43年 か

ら45年 の 間 に 澄け る家 計所 得 の 延 び を示 して い る。 あ るい は 相 対価 格 に

よ る電 気 ・ガスか ら灯 油へ の 代 替 の 促 進 を示 して い る とい っ た工 合 に読 む

こ とが 出来 る。 昭和45年 以 降 灯 油 の 物 的 消費:量の 延び は 鈍 り,ま た48

1年か ら
49年 に かけ て はそ の 消 費量 が や 丶減 少 して澄 り,昭 和50年 に 至

っ て も48年 の ピー ク には恢 復 して い な いが,こ の原 因 と して は,9図 に

画 い て あ る灯 油価 格 の 変 化 と密 接 な 関 係が あ る こ とは 想 像 にか た くな い。

即 ち,灯 油の 価 格 は 昭 和40年 か ら45年 にか け て む しろ 弱含 み に 推 移 し

て お り,僅 少 な が らも低 不 を示 して い る。 ところ が 昭和45年 以 降 や1強

含 み に転 じ,48年 ま でに 少 し く灯 油価 格 は 高 ま っ て い る。 そ の 後48年

か ら,49年,50年 にか け て,こ れ は 石 油 シ ョ ック を反 映 して い る こ と

は 明 らか で あ るが,灯 油価 格 は 急 速 な 騰貴 を示 して い る。 この よ うに,昭

和47年 以 降 灯 油 の価 格 が か な り急 速 に 高 ま った キい うこ と と,灯 油 の 消

費 量 が 昭和48年 で 頭打 ち した とい うこ と との 間 に密 接 な関係 が あ る とい
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うことは明 らか である。

 以上 の ように,年 別の資料 か ら,灯 油 の消費量は石油ス トーブ保有量 を

前提条 件 として,即 ち,石 油ス トーブが保有されてい る とい う条件が満 た

されてい る限 りに澄 いては,所 得 とか 相対価格 と密接 な関係 をもつ こ とが

推論 される。 この ことは,経 済学的 に展 開され る消費 需要 関数 の形 と極 め

て密接な関係 をもつ。

 ただ し,所 得 とか,価 格 とか,そ の他の価 格 とい った経済変数以外 にも

灯油の消費量 を左右す る要因が あ るこ とは極 めて常識的 に推論 するこ とが

出来 る。

 7図 か ら9図 までは,年 別 の消費量 を観た もので あるが,こ れ を昭和

40年1月 以降の 月別 消費量 を画いてみ る。それが10図 で ある。10図

の消費量は1年 の間で1月 と12月 に石油の 消費量 が大 き く季節的 な変動

を示す ことが判 る。 この季節変動 とい うものは暖 房用 に関す る限 り,気 温

と密接な関係 がある。 そこで,気 温の数字 を同時に記入 してみる と9図 の

ようにな る。

 気温 の 月別変化 と灯 油消費量 の 月別変 化 との間には極めて 明瞭 な逆相 関

が認め られ る。即 ち,気 温が 高い夏期 には灯油 の消費量が少な く,気 温が

低下す る冬期 に向 って灯 油の消費量が大 き く増加す る といった常識的 な形

を10図 が示 してい る。

 この灯 油消費量 の季節変動 と気温の 月別変動 との間の関係 を観察すれば,

両者 の関係が極めて密接で あって,灯 油消費量の 月別変動 のほ とん どは 気

温の変化に ょり証 明 しうるこ とが推論され る。

 ただ し,こ の時 系列 の後半 の時期 について観た場合,12月 の灯 油消費

量 と1月 の灯油消費量 との関係,な らびに12月 の気温 と1月 の気温 との

変化につ いては逆の 関係が認 め られ る。即 ち,12月 には灯 油 を平常月 よ

りも多 く購入 し,1月 が最 も気温の低 い月であ るに もかか わ らず,12月

に購入 した灯 油を1月 に使 うとい った形 を示 してお り,1月 の灯油購入量
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     10図 灯 油 消 費 量(世 帯 当 り)月 別:40.1～5].8

,e'"iり 単価

気 温(札 幌)

20度

10

U

-10

4061141494274351044845Ell 4649477]2485104938506 5149
   iii ii ii ii i i

 即 ち,12月 と1月 に つい ては 気 温 と灯 油 購 入 量 との 間 の規 則 性 が み だ

され る とい うこ とが10図 か ら明 らか で あ るが ・ この 点 を除け ば 灯 油 の 季

節 変 動 と気温 の 季節変 動 との 間 に極 め て密 接 な 関 係 が あ る とい うこ とを容

易 に推 論 出来 る。

 一 般 に,灯 油以 外 の 商 品 につ いて,例 え ば これ 迄 に分 析 した トイ レ ッ ト・

ペ ー パ ー とか洗 剤 の場 合 で も季 節 変 動 が 認 め られ,そ してそ の 季 節変 動 は

各商 品 に 固有 の性 質 を持 って い る。灯 油 につ い て も 必 ず し も気 温 だ げ で

季節 変 動 の総 てが 説 明 さ れ る もの でな い こ とは,12月,1月 の 不規 則 性

に ょ って 明 らか で あるが,な お・か つ 灯 油の 場 合 は,気 温 との 関係 で他 の 商

品 には 観 られ な い程 密接 な 関係 が あ る とい う こ とが 判 る。
                          '

 ちな み に,こ の 季 節性 に つ いて,電 気 ・ガ ス との 関 係 で み て み る とす る。

家 計 調 査 報 告 の 別 冊 「20年 品 目別 消 費 系 列 」 か ら 電 気 ・ガ 入 ・灯 油

の 昭 和40年1月 か ら46年12月 ま で の,月 別 消 費 金 額 を,各 商 品

と も各 々 更 に40年1月 を1.0と し て 計:算 しなお して図 示 したのが11

図 で あ る。 これ に よる と,一 番 強 く季 節 性 を表 わ して い るの が,即 ち,単

純 に 指数 化 さ れ た 消 費 金額 の振 幅 の 一番 大 きいの が 灯 油 であ り,そ の振 幅
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3.0

2.0

1.0

の 巾は 昭 和40年 か ら45年 迄 徐lzに 大 き くな り,昭 和45年 か らは 急 激

に 大 巾の振 幅 を 示 してい る。 ガ スは 昭和44年12月 迄 は灯 油 の3程 度

の振 幅 であ り,そ の 振 幅 の上,下 の 頂点 が,灯 油 のそ れ と1,2ケ 月ず れ

て は い るが,一 応 季 節 性 を 出 して い る。 しか し昭和4ら 年1月 か らは,そ

の振 幅 は昭和40年1月 か ら44年12月 迄 の それ と同 じ大 きさ の 巾で は

あ るが,そ の 上 限 も下 限 も上 昇 の傾 向 を示 してい る。 即 ち全 体 的 に波 動 が

上 向 きに な っ てい る。 上記 二 者 に比 べ,電 気 は か す か な振 幅 は あ る もの の,

そ の 巾は昭和40年1月 か ら44年12月 ま で は,灯 油 の それ の%程 度

で あ り,昭 和45年1月 か らは電 気 のそ の振 幅 巾は 灯 油 の それ に 比 べ 澄澄

よそ1イ0で あ る。 カス との対 比 は前 半,す な わ ち昭 和40年1月 か ら44

年12月 ま で は ガス の それ の]/2程 度 で あ り,後 半,即 ち 昭和45年1月

11図 電 気 ・ガス ・灯 油 の 実 質 金 額 の 推 移

家計調査(20年 の品目別消費系列
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か らはお・お・よそ

ガ ス のそ れ の3

であ る。 しか し

なが ら電 気 は そ

の振 幅 こそ 僅 少

なが ら,昭 和

40年1月 か ら

46年12月 ま

で全 体的 に上 昇

傾 向 を示 して い

る。

 これ 等 か らい

っ て も,灯 油 は

100%に 近 く暖

房 用 として 使 わ

れ てお り,次 に
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暖 房用 と して使 われ でい るの が カス で あ り,電 気 は大 半 が そ の他 の 用途 に

使 われ て い る こ とが 判 る。 そ こで灯 油の 消費 量 をうん ぬ ん す る場 合 には,

石 油 ス トー ブの 普及 を除 外す る こ とが 出来 な い し,石 油 ス トー ブ保 有量 が

灯 油 消費 量 を考 慮 す る場 合 の 前 提 条 件 と して の性 格 を具 備 して い る こ とを

認 識 す る こ とが 出来 よう。

 さ らに,灯 油 の消 費金額 の 推移 の振 幅が,昭 和45年 か ら大 巾 に増 大 し

て来 た こ とは,電 気 の そ の振 幅 が 全体 的 に上 り調 子 で あ り,ガ ス の ぞμ が

昭和45年 か ら全 体的 に上 向 い て来 た とい うこ とか ら,電 気 ・ガス の価 格

上 昇 に:よる,暖 房 につ い て の灯 油へ の 代 替 が 行 わ れ た と理 解 す る事 が 出来

る。

 6-2 需 要 開 数 の測 定 と財 の 間 の補 完 関 係 一 準完 全補 完

      quasi- perfect complementalitY一

 こ の 一 連 の 研 究 では,多 占理 論 に も とず い て 物 価 狂乱 期 の 市場 機 能 の 異

常 を検 出 す る た め にe供 給 側 の生 産 者 行 動 と並 ん で,需 要 側 の家 計 行 動 の

変 化 を観 る た め に:ベル ヌ イ ・ラプ ラ ス型 に 特 定 化 さ れ た 選 好 関数 か ら導 か

れ る2費 目分 割 の需 要 関数 を測 定 してい る。 この よ うに商 品別 の需 要 関数

を 実 測す るに 当 っ て は,商 品 間 の 補完 関係 を具 体 的 に考 慮せ ね ば な らない

場 合 が 生 じ る。 前 回 か ら取 り上 げ られ て い る トイ レ ッ ト ・べ 一 パ ー に:つい

て は,ロ ー ル の トイ レ ッ ト・ペ ー パ ーが 水 洗 便 所 と補完 関 係 を持 つ こ とを

前回 の報 告 で 指 摘 した。 わ が 国 に澄 け る水 洗 便 所 の 普及 は 昭和30年 代 末

か らの こ とで あ るが,物 価 狂 乱期 の48年 に:はす で に 普 及度 が 高 ま って い

たか ら,従 来 型の 家庭 用 紙 との代 用 関 係 が 稀薄 に な ってお り,そ れが トイ

レ ッ ト・ペ ー パ ー騒 ぎ に拍 車 をか け たの で あ った。 同様 の こ とは 洗 剤 につ

い て も言 え る。 洗 剤は 戦 前 型 の固 形 洗濯 石 け ん に代 って,昭 和30年 代 以

降 に:電気 洗 濯機 と ともに 普 及 し た もの で あ る が,家 庭 に澄 け る電 気洗濯 機

の 使 用が 標 準 化 し了 っ た 昭和48年 に は 洗 剤は す で に 必需 品化 して む り,

そ の こ とが 洗 剤 不足 に対 す る主 婦 た ちの 危 機 感 を強 く刺 激 した のだ った。
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 暖 房 用灯 油に 関 して も,事 情 は よ く似 て い る。 しか し,ト イ レ ッ ト ・ペ

ーパ ー や洗 剤 と異 な るの は ,暖 房 用 ない し炊事 用へ の 灯 油 の使 用 の前 提 と

な る石 油 ス トー ブや 石 油 コ ン ロの普 及 が 電 気 洗濯 機 や 水洗 便 所 よ りも時 期

的 に遅 れ て い る とい うこ とで あ る。 前 述 の よ う に,本 研 究 では,ト イ レ ッ

ト ・ペ ー パ ー や洗 剤 に対 す る家 計 の 消費 需 要 の正 常型 を測 定 す るさ い に,

昭和40年 か ら47年 末 ま での 月別 時 系 列 に需要 関数 を当 嵌 め たが,後 述

す る よ うに,石 油 ス トー ブの保 有 が 家 計 に一 巡 したの は 昭 和40年 よ り後

に な って い るた め,ス トー ブの 普及が 開 始 さ れ て か ら一 巡 し了 るま で の時

期 と,普 及 が 一 巡 した後 の 時 期 とで は,そ れ との補 完 関 係 か ら くる灯 油 需

要 へ の 制 約 の 加 わ り方 に差 異 が 生 じ る澄 それ が あ る。 石油 ス トーブが 無 け

れ ば灯 油 は家庭 の暖 房 用 と してほ とん ど役 に立 たな い か らであ る。

商品間の代用踊 完関係は消儲 選好醗 展開の過程で,エ ジワー即

パ_ト い ら悼 ろいうと蘓 されて護 §)純粋理論上の論理的問題 とし

ては,総 効用指標 の序数性か ら,均 衡式 と切 り離 され たかた ちでの限界効

用式上 での定義が意味 を成さな い こと,ま た,積 分可能条 件 として2財 間

の代用 ・補完 関係 は対称でなければな らぬこ とが指摘 され て きた。

 た とえば,こ 丶で使用され てい るベ ルヌイ ・ラプ ラス型の限界効用式は

効用指標 を

  8) U=(a,+q、)α ・(。,+q,)偽(。,+qρ 偽

と置 いた ときには

  9)au a,agx=al+qiU,1螽一 塩U

注7) EDOEWORTH,Papers Relating to Yogitical Economy,

  Vo IumeI,sec,II,Theory of Monopoly, p.117.

注8) こ れ に 関 して は よR.Hicks,Value and Capital,2nded.安 井 琢 磨,

 熊 谷 尚 夫 訳 「価 値 と資 本 」第3章 やY.SSamuelson, Foundat ions of Economic

 Analysisな どが現 代 の古 典 とな っ てい るが,詳 細 に つ いて は辻 村 江 太 郎 「消費

 構造 と物価 」(勁 草書房)7章,13章 を参照の こと。
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したが って

    ∂2U一 ヂU一 α1.as U>。
        ∂(狛∂ql   al十ql   a3十q3    aq, aq9

と書 け るか ら,1財 を灯 油,3財 を石 油 ス トー ブ と考 え れ ば,両 者 の 間 に

対 称 の 補 完 関 係が あ る よ うに見 え る。 しか し,9)式 を限 界効 用 均等式 に代

入 す れ ば

  1①aUaq,/舞 一 。a,al+q1U/、轟,U一 。轟,/鞠 舞 葺

と μが 消去 され て しま うか ら,両 財 間 の 見掛 け上 の 補 完 関係 は 消 費 行 動 に

は 影 響 を与 えな い こ とが 確 認 さ れ る。 あ るい は,本 誌 の 牧 論 文 で 指摘 さ れ

て い る ように,10)式 の 限 界代替 率 と全 く同 じ ものが,8)式 の 右辺 の対 数

を とっ た もの

  8)1 U=a,log (al+q1)+α セ109(a2+q2)+α3 dog(a9+q3)

とい う効 用 指標 か らも得 られ るが,8)匸 か らの 限界 効 用 式 は

  峠 哥一 。alat+4t・諜 一 詳qa

したがって

      a2U    aEU

     ∂q1∂qs=∂q,∂q、=0

とな り,1財 と3財 とは 見 掛け 上,独 立 財 とな って しま う。 したが っ て,

さ きの9)の よ うな 表 示 は,実 質的 な 意 味 を も ちえ な い の で あ る。

 しか し,経 験 的 な 事 実 と して,灯 油 と石 油 ス トー ブ との間 に 密 接 な補

完 関係 が あ るこ とは 無 視 で きな いか ら,そ れ を考 慮 に 入 れ た 理論 的 処理

が 工 夫 さ れ ね げな らない 。 この理 論的 イ メー ジは 前 節 で 述 べ た需 要 関 数

の 実 測 作 業 に澄 け る試 行 錯 誤 の過 程 で 序hに 固 ま っ た もの で あ り,机 上

の抽 象 思考 か ら先 験 的 に 得 られ た もの で は な い。

 補 完 関係 の極 端 な 例 と して ア ー ビン グ ・フ ィ ッシ ャ ー は馬 の頭 と胴,
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鉄 砲の銑 身 と引金 とい う ような完 全 補 完 の場 合 をあ げ た が,こ れ はW・ レ

    注9)オ
ンテ ィエ フが 後 に 指摘 した よ うに完 全代 替 の 場 合 と とも に,一 括 して一

つの 財 を構成 す るケ ー ス として 実 際上 は処 理 され るべ きもの で あ る。 これ

を トイ レ ッ ト・ペ ーパ ー と水 洗便 所,洗 剤 と電 気 洗 濯 機,灯 油 と石 油 ス ト

ー ブ,な どの 場合 と比 較 す る と,こ れ らの 間 の補 完 関係 は 強 度 で は あ るけ

れ ど も,フ ィ ッシャ ー の例ほ どではな い こ とに気 付 く。 こ こ での 補完 関 係

の 特 徴 は,灯 油が 無 けれ ば 石 油 ス トーブ は役 に立 たな い し,石 油 ス トー ブ

が 無 けれ ば灯 油は 暖 房用 として無 用で あ るけ れ ど も,両 者 間 の 結合 比 率 は,

銃 身 と引 金 の場 合 の よう に厳 密 に 固定 され て い る とは 言 い難 い。 トイ レ ッ

ト ・ペ ーパ ー と水 洗便所,洗 剤 と電機 洗 濯 機,の 場合 も結合 比率 が 固定 さ

れ な い 点 は 同様 で あ る。

 実 用 で き る範 囲 で,小 型の 石 油ス トー ブが1台 で も あれ ば灯 油暖 房 は可

能 に な るか ら,灯 油 の 限 界効 用 は有 限値 を とる こ とが で き る。 ま た小 型 ス

トー ブ を焚 きづ めに 焚 くこ と もで き る し,大 型 ス トー ブで 加 減 しなが ら焚

い て も よい。 ス トー ブの台 数 な り容 量が 大 きいほ ど灯 油 の効 用 は 大 きいか

も しれ な い が,少 な くと も小 型 ス トー ブの1台 で もあ る場 合 と,1台 も無

い場 合 とでは状 況は 全 く異 る。 つ ま り最 低必 要 臨 界 量 を満 たす だけ の ス ト

ー ブ容 量 が あ るか無 い か で,暖 房用 灯 油 は 効 用 を持 た なか っ た り持 った り

す る。 逆 に,最 低必 要 臨 界量 だけ の灯 油 も無 い のな ら石 油ス トー ブは無 用

で あ るが,比 較 的 少量 で も灯 油 の 消費が 継 続 的 に可 能 で あれ ば,石 油 ス ト

ー ブは 効 用 を持 つ こ とが で き る。 とい うこ とは,1対 の各 財 の量が そ れぞ

れ 相 手 に対 して の最 低 必 要 臨 界 量 を越え た範 囲 では,両 財 間の 関係 は 代 用

と補完 の両 要 素 を同 時 に含 む こ とにな る。一 定以 上 の量 の範 囲 で は,灯 油

消 費量 を増 減 す る こ と と石油 ス トー ブの 容量 な い し台 数 を増 減 す る こ と と

注9)W.W. Leontief, The Structure of American Economy

1919～1939,0xford University Press,1951,PP37-41.こ の 部 分 は 当

産 業 研 究 所KEO参 考 資 料 「実 証 科 学 と して の 経 済 学 」 に訳 出 して あ る。
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の 間に 選 択 の余 地 を生 じるか らで あ る。 そ して,ヒ ック ス い らい 指 摘 さ れ

て い る ように,曲 率 ゼ ロ と無 限大 との 中間 に あ る,通 常の 教 科書 に あ る よ

うな2財 間 の無 差 別 曲線 は,代 用 と補完 の両 要 素 を含 む と理 解 され る。 そ

の ため に は,両 財 間の 限 界代替 率 が 連続 的 に変 化 すれ ば よい の で,各 財の

限 界効 用 式が 形 式 上,相 手 の 財 の:量 との 交叉 項 を含 まず,9)i式 の よ うな

独 立財 の か た ちを とって いて も,そ の 要請 を近 似 的 に満 たす こ とが で き る

こ とは い うま で もな い。

 い まの 例 の よ うな 場 合,1対 の 両 財 の,そ れ ぞ れ 相 手 に対 す る最 低必 要

臨 界量 が 厳 存 す る とい う範 囲 では 両 者 は 完 全補 完的 で あ るが,そ の条 件 が

満 足 され て以 後 は 完 全 補 完的 で は な い。 そ の意 味 で,こ の よ うな1対 の 両

財 は互 い に 準完 全 補 完的 で あ る といえ よ う。 フ ィ ッ シャ ーの 例 に即 して言

え ば,銃 身 と引 金 は完 全 補 完 で あ るが,鉄 砲 と弾丸 は 準完 全補 完だ とい う

こ とVCな る。準完 全補 完 的な1対 の 財 の 場 合,ス トー ブ利用 可能 量 が灯 油 に

対 して の 臨 界量 に達 しな い と きは 灯 油 の 限 界効 用は ゼ ロだ し,灯 油 の利 用

可 能量 が 石 油 ス トー ブの 側 か らみ て 臨 界 必要 量 に達 しな けれ ば ス トー ブの

限 界効 用 は ゼ ロだ か ら,ど ち らの場 合 に も両財 間 の 無 差 別 曲線 は描 け な い。

 両 財 の 間 で無 差 別 曲線が 描 け る のは,各 財 の利 用 可能 量が この 臨 界 量 を

越 えた後の こ と厰 るか ら,こ れ を図示すれ ば12図 の ように難 っま

り,こ の よ うな 場 合,無 差別 曲線 群indifference mapの 原 点は 各 財 の

数 量 零 の原 点 では な く,各 財 の 臨 界線 の 交点 とな り,そ の 右上 方 の 象 限 だ

けが 選 好 可 能 領 域 とな る。 これが 準 完 全 補 完 財 の 間 の無 差別 曲線 図 の定 型

で あ る と言 って よい で あろ う。 暖 房 用 灯 油 と石 油ス トー ブ との 間の 関係 は,

次図 の よ うに表 現 さ れ る と考 え る こ とが で き る。

 しか し,実 際 問題 と して 水洗 便 所 と トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ー との 間 の 関係

は や!異 るか も しれ な い。 水 洗便 所 を故 障な く使 用す る ため に は 水溶 性 の

注10) 12図 の形式 は辻村江太郎 「経済政策論 」(筑 摩書房)で 「必需 」概念 との関

  連で導入 されたものと見掛け上は同 じである。
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   _i                   _

ス トー ヴに とっての

灯 油の最 低必要 臨界量

灯油消費量

の トイ レ ッ ト ・ペ

ーパ ーが 不可 欠 で

あ るが,水 溶 性 の

トイ レ ッ ト ・ペ ー

パ ー 自身は 水洗 便

所 でな く旧 型 の便

所 だ け しか無 い場

合 で も使 用不 可能

とい う訳 では な い

か らで ある。 もち

ろ ん 水溶 性 の トイ

レ ッ ト ・ペ ーパ ー

の 方が 在来 型 の チ

リ紙 よ りも高 価 で あ る とす れ ば,旧 型 便 所 には 在 来 型 の チ リ紙が 使 用 され

るで あろ うが,消 費 の技 術 的 制 約 に よる補 完 性 に 限 って 言 え ば・ 水洗 便 所

が 水溶 性 の紙 を必要 とす るほ どには,水 溶 性 の紙 が 水 洗便 所 を必要 とは し

な い と考 え る余 地が あ る。

 この よ うな 片側 準 完 全補 完 の 関係 の可 能 性 を考慮 すれ ば,水 洗 便 所 に と

っては 水 溶 性 トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー の最 低 必要 臨 界 量 が 存 在 す るけれ ども,

トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー に と って 水 洗便 所 の最 低必 要 臨 界 量 は存 在 しな い こ

とに な る。 そ の よ うな場 合,ト イ レ ッ ト ・ペ ー パ ーの限 界 効 用は 水洗 便 所

が 存 在 しな い時 で も有 限値 を と りう るか ら,両 財 間 の 無 差別 曲 線図 は13

図 の よ うに描 け るで あろ う。 電気 洗 濯 機 と洗 剤 との 関 係 に つ い て も類 似 の

事 を考 慮 す る余 地 が あ るが,ど ち らか と言え ぱ,石 油 ス トー ブ と灯 油(12

図)の 関係 に近 い よ うに 思 われ る。

 但 し,12図 や13図 を描 く とき,1対 の 両 財 間 の補完 性 に の み注 目 し

たが,実 際 には 各 財 自 身の必 需 性 を も考 慮 せ ね ば な らな い。 い ま 或 る財 が
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水
洗
便
所

図13

 
 水洗便所にとっての           トイレット・ペー一パー
 トイレット・ペーパー
 の最低必要臨界量

財 の限 界効 用 は 無 限 大 に 近付 き,臨 界量 以 下 では 限 界効 用 が定 義 で きな く

な る。 したが って 他 財 との限 界 代替 率 もま た定義 で きな くな る。2財 の 双

方 が 必 需 財 で あ る と き には,そ の2財 間の 無 差 別 曲 線 図 は12図 と類 似 の

形 にな ろ う。但 し,そ の場 合 の 最低 必 要 臨界 量 は,相 手 の 財 に 対 す るそ れ

では な く,各 財 自身 と して のそ れ で あ る。 実 際に は,2つ の 意 味 の 最 低 必

要 量 臨 界量 が 混 じった か た ちで家 計 の 消 費 行動 を拘 束 す る こ とに な るで あ

ろ う。

 今 仮 りに,都 心 の 住民 に とっ て,水 洗 以 外 の便 所 の 利 用が 許 可 され な い

とい う環 境 衛 生 上 の規 制 が あれ ば,澄 そ ら く水 洗 便 所 は 生活 必 需 品 と して

そ れ 自身 の最 低 必 要 臨 界 量 を持 つ で あろ うか ら,ト イ レ ッ ト ・ペ ーパ ー と

の 間 の補 完 性 の 表現 と して は13図 の よ うな 無 差 別 曲線 図 が 考 え られ る と

して も,実 際 に は12図 の よ うなか た ちが 現 れ る こ と とな ろ う。

 家 計 調査 等 の 観 測 資 料 に現 れ る消費 実 績 を,選 好 関数 か ら導 かれ る 需要

関 数 に よ って 再現 し よ う とす る とき,必 需 性 に基 く:最低 必要 臨 界量 と準 完

全 補 完性 に 基 く最 低 必要 臨 界量 とを識 別 す る こ とは,澄 そ らく困難 で あ ろ

生活必需 品であって,一

定量以上 の使用が可 能で

なけれ ば生活 が維持で き

ない と言 うのであれば,

そ の量が その財 自身 とし

て の最低必要臨界量 とな

る。使 用可能量が次第 に

減 って 臨界量 に近付け ば,

   注11)ジ
ュボンスが 食料につい

て指摘 したよ うに,そ の

注11)ジ ュボ ン ス,the Theory of Political Economy;,2nd ed.

  1871,(小 泉 信 三 ほ か 訳 厂経 済 学 の 理 論 」,日 本 評 論 社,昭19)の 第3章 参 照

一42一



うか ら,こ れ ら2つ の要素が 混合 した結果が 見掛け上の各財の必要度 とし

て測定 され ることに:なる可能性 も考え られ るので ある。

 選好 関数 をベル ヌイ ・ラブラス型に特定化 した とき限界効用式は前述の

ように,

   9)'aUaq;一 、a,i+qi・ αi>・

と書 け るが ・ ・iが 鮠 を とる とき には ・1・il<qiで な い と限 界 効 用 式

と しての意 味 を成 さ な くな り・ 消 費 量qiが1・ilに 近 付 くと限 界 効用 は無

限大 に 近 付 く,と い う意味 で負 のaiが そ の財 の 必 需 性 を示 す こ とは,す

で に前 回 の報 告 い らい繰 返 し指摘 した。 しか し,上 述 の ように,他 財 との

間 の準 完 全補 完 性 も見掛 け 上 は そ の 財 自 身の 必 需 性 と,理 論 上 は 同 型 式に

な るの だ とす れば,準 完 全 補 完 性 も選 好 パ ラ メ ターaiの 値 に反映 され る

こ とに な る。 そ して,必 需 性 に よっ て2財1,Jそ れ ぞ れ のai, ajが 負

値 を とる と き・1・il≧qi・1・jl≧q」 の 界域 で 腿 好 関数 が艤 で きず

無差別 曲線 が描 けな い,と い うの と全 く同様 に,1財 とJ財 との間の 準完

全 襯 性 に よ って ・i,・j韻 値 を とる と き も■ ・il≧qi・1・jl≧qj

の界域では,各 財に対す る需要関数は成立 しな いこ とになるので ある。

 この準完全 補完の概念 に よる補完 関数の処理は,古 典的 な代用 ・補完概

                 ∂2u念の ように 効用 指標の效 微頒
∂qi∂qjの 存在 を前提 しな いか ら,

積 分 可 能条 件か らす る代 用 ・補完 関係 の対 称 性 ∂2U = ∂2U  をも

                     ∂qi ∂qj   ∂qJ ∂qi

必 要 と しな い。 そ の こ とは先の トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー と水 洗 便 所 との 間 に

片側 準 完 全補 完 を考 え る余 地が あ った こ とか ら も明 らか で あ る。

 目下 の 研究 主 題 に則 して,も う一 つ 考慮 せ ね ば な らな い のは,ト イ レ ッ

ト ・ペ ーパ ー に対 す る水洗 便 所,洗 剤 に対 す る電機 洗 濯 機,と 同様 に:灯油

の 相 手 で あ る 石油 ス トー ブ もた ま たま耐 久 財 だ とい う事 で あ る。

 同 じ 月に 灯油 と石 油 ス トー ブが 同 時 に購 入 さ れ る とい うこ とも,勿 論 あ
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りえ よ うが,石 油 ス トー ブや 石 油 コ ン ロを 小 刻み に毎 月購 入 す る こ とは な

く,一 度 購入 され た ス トー ブは 耐 用 年 数 の 間は ス トック と して継 続 使 用 さ

れ るのが 普通 で あ る。 そ れ に対 して,灯 油 は ど ち らか とい う と,フ ローの

か た ちで炊 事 用 や 暖房 用 に 購入 さ れ る。

 わが 国 の 場合,一 般的 には 石 油 ス トー ブは ど ち らか と言え ば新 商 品 とし

て 昭和30年 代 の 末期 か ら普 及 しは じめ た か ら,そ の存 在 を認 知 す るま で

消 費 者は 石 油 ス トー ブを購入 しな い 。 個別 家 計 ご とに観 れ は,普 及が 一 巡

す るま で の間 は,石 油 ス トー ブ を購入 し保 有 して い る家 計 とそ うでな い家

計 とが 混在 す る こ とに な る。 上 の よ うに,灯 油(1)の 限 界効 用 が 意 味 を もつ

のは ス トー ブを保 有 してい る 家 計 の み で あ るか ら,ス トー ブ を保 有 して い

な い家 計 につ い ては灯 油 に 対 す る需要 関数 は成 立 しな い。

 こ 丶では ジュ ボ ン ス以来 の実 証 分所 の作 法 として,平 均 的 家 計 の 消費 行

動 に対 応 す る もの と しての 選 好 関数 を考 え て い るか ら,一 部 の 家 計 に つ い

ての み ス トー ブが 保 有 さ れ他 の家 計 では そ うで ない 状 態 の 下 で は灯 油 に関

す る選 好 関数,し たが って 需 要 関数 を 考え るこ とは 無理 が 生 じ る。 そ こで,

理 論 的 に導 出さ れ た 灯 油 の 需要 関数 を時 系列 資 料 に 当 嵌 め る際 には,石 油

ス トー ブの 普及 が 一 巡 し了 っ た 時期 以 後 の 系 列 を選 ば ね ば な らぬ こ とに な

る。

 6-3 灯 油 の 需 要 関 数 の導 出

 今 迄 述 べ て き た こ とを経 済学 的 に理 解 した場 合 には,暖 房 用灯 油の 必要

量 は 気 温 の 低 い時 に 高 く気 温 の 高 い時 に低 い とい う関係 は,灯 油 に関 す る

限 界 効 用 曲線 の 高 さ が 気 温 と共 に 変位 す る こ とを示 唆 して い る。 したが っ

て,こ の場 合,需 要 関数 を導 くに 際 し,こ の 気温 の 変化 を限 界 効 用 関数 の

中に 導 入 す る必要 が あ る こ とは 明 らか で あ る。 そ して,限 界効 用 関数 をベ

ル ヌ イ ・ラプ ラス型 に特 定 化 した場 合 に,そ の 気 温 の 変 数 は 次 の よ うな 形

で入 るの が 適 当 で あ ろ う。
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11)aUa
q,一 。、論+q、

 今 11)乖 の ように気温の項 を含 んだ限界効 用関数 を用い,こ れ を限界

効用均等式に代入 すれば 次の ようにな る。

    ago+aiit+qi az+qz

この限 界効用均等式 と収支 均等式

    PlQ1+P2Q2-Y

を連立 して解けば灯油に関する消費需要関数が導 かれ るが,限 界効用式 に

気温が含 まれた ため に,こ の灯 油に関す る消費 需要 関数 は気温 の項 を含む

ことに:なる。そ して限 界効用 関数に含まれ る気温の変数が11)式 でみ た よ

うに位置付け られ ることに よって,消 費需要 関係 を導 い た時の灯油 を含む

項 には所得 も価格 も関係 しな い といった形が出来上 る。つ ま り,限 界効用

関数 の定数項の値 に気温が 関係す る とい うように特定化 した場合 には,消

費需要 関数 を導い た時に,気 温 とい う変数は定数項 に含 まれ て所得 とか,

相対価格の項 には含まれ ないこ とにな る。

 需要関数 を当て嵌 め る時に,実 際 にどの変数が最 もよ く説明力 をもつか

とい うことは,当 て嵌 めた結果 を観 るよ り他はない。今,こ れ迄 の考 察か

ら明 らかな ように,直 接 関係す る変数 としては家計 の可処分所得,灯 油の

価格な らびにその他の価格,そ れ と気温 とで ある。 更に,先 に述べ た よう

に石油ス トーブの保有 台数 と,灯 油の 消費 との間には 関係が ある。少な ぐ

とも,石 油ス トーブが保有 され てい るこ とが灯 油消費の前提条 件 とな ると

い うこ とは 明 らかであ るので,石 油ス トーブの保有 台数 も変数 に とってみ

る価値が ある。

 更に,月 別の需要 関数 を当嵌 める場合 に,前 述の ように灯 油消費の 月別

変動 の殆ん どは気温 の変化 に よって説明される と思われ るが,一 般に,各

商 品の消費量の季節変動 は,か な り多数 の要因,即 ち,消 費の慣 習的な タ
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イ ミング,例 え ば ボ ー ナ ス期 にN'け る購入 量 の増 加 とか,あ るい は 自然 現

象以 外の 季 節 的 な 要 素 に 左 右 され る こ とも あ り得 るの で あ る。 したが っ て,

灯 油 の 消費 量,所 得,価 格,そ の 他 につ い て,各 月の 生 のま まの 数 字 を入

れ る こ と と同 時 に,各 変数 に つ い て あ らか じめ 季 節 調 整 を行 って,季 節調

整 を行 っ た変 数 間 の関係 を観 る とい うこ と も必 要 で あ る。 し たが っ て,そ

れ に 基 づ い て 各 種 の変 数 の 組 み 合 わせ を 次の よ うに 考 え る。 そ の結 果 当て

嵌 め るべ き式 の 種類 は5種 類 にな る。

  (13-1) y'1 = a5 X$+a, X,+ao

  (13-2) 3'a =・a5Xl+a7×7+a8)烏+ao

  (13-3) y1=a5Xl+a7×7+a8×8+a,o Xio+ao

  (13-4) y2 ニ a6)⊆+a7×7+ag Xb+ao

  (13-5) Yg=a6 Xs+a7)¢ +ag Xg+aio Xio+ao

     Yi… 灯 油 の な ま の 消 費量

     y2… 灯 油 の 季節 調 整 済 み 消費 量

     X1… 灯 油 の価 格(CPI・50年 ベ ー ス)

     X2.・・そ の他 の価 格(CPI・ 総 合)

     Xs… な ま の 可処 分 所得

     Xa… 季 節 調 整 済 み可 処 分 所得

     X5… )魚/x,

     Xs… X4/Xl

     X7… X2/Xl

     XS… な ま の 月別 気温

     為 … 月別 気 温 の 月別 平 均値 か らの 偏 差

     Rio… 石 油 ス トー ブ保 有 量(4年 累 積)

 6-4 需要 関 数 の 当 て嵌 あ

 前 章 の 最初 に記 した需 要 関数 式(13-1)～(13-5)に 月別 資料 を当

て 嵌 め た結 果 は 次 の と澄 りで あ る。
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(13-1)y1=0.002496X+225.190Xl-0.0002075

   標 準 誤 差 ⑩.000545)  (322267)    (290.90)

   t value(4.58)         (0.699)          (0.713)

    R=0.511     5=385.36

(13-2)y,=0,・ ・1987×
1+558.837Xl-37.3・X・ 一163.8・

                            (138.26)                      (2.086)   標 準誤 差(0.000261)  (15428①

   t value (7.63)        (3.622)     (17.88)    (1.185)

    R=0.913     5=183.13

(13-3)巧 一 α・・2・2XsX
,+235.49X,一36.925×8+290.114×1・

      +37.021

   標 準 誤 差(0.000264)(411.88)   (2.137)  (342・55)

        (274.59)

   tvalue (7.654)   (0.572)     (17.279)  (0.847)

        (0.135)

    R=0.912     S=183.41

(13-4)Y2=0.・ ・756X
,一98&938爵 一4127・ 為+246.55

   標 準 誤 差(0.00197,)、(604.573) (15.934) (293.84)

   t value (3.832)    (1.636)     (2590)    (0.839)

    R=0.782     5=159.80

(13-5)y・ 一 α・・816X-1495.897-4・ ・115×9+3・7.・2X・ ・

       +  535.625

   標 準 誤 差 ⑩.00206) (783.78)   (15.932)  (302.157)

        (408.96)

   t value  (3.964)     (1.909)        (2.581)      (1.016)

        (1.310)

    R=0.78     5=159.78

                -47一



 上 記 の結 果 を観 る と,所 得 とそ の他 の価 格 の変 動 だけ を説 明要 因 と した

(13-1)式 で は最 も フ ィ ッ トが悪 く,こ の 二 変数 だ け で は灯 油 の 消 費 量

の 変 化 は説 明 出来 な い こ とが 明 らか とな っ た。さ らに所 得 と灯 油 消 費量 に

季 節 調整 調 済 み数 値 を入 れ た(Z3-4),(13-5)式 は共に 相 関 係数 が0.7

代 で 満 足 い く結果 は得 られ な か った 。最 も当 て嵌 め の よか っ た回 帰 式 は

(13-2)式 で相 関係 数 は0913を 得 た 。 この こ とか ら灯 油の 需 要 関 数 を云

々す る場 合,季 節調 整 を行 う こ とは 意 味 が ない こ とが 明 らか とな った。

 当 て嵌 め の 最 も よか っ た(13-2)式 は,な ま の所 得 とそ の他 の価 格 な ら

び に 気 温 を説 明変 数 と して持 っ て い る。 そ して(13-1)式 でみ た よ うに 説

明変 数 が 所 得 とその 他 の価格 で あ った時 には 相 関係 数 が0.511と 非 常 に 悪

い 結果 を示 した。 この こ とか ら, (13-2)式 の相 関係 数 を0.913と 押 し上

げ た 要 因 が気 温 の変 数 に大 き く依 存 して い る もの と思 わ れ る。

 そ こ で 再 度,気 温 と灯 油 消 費量 の関 係 を10図 で みて み る と,明 らか に

は っ き りした逆 相 関 を示 して い る 。 ただ,気 温 の一 番 低 いの が1月 で あ る

の に 灯 油 の 消 費:量は一 番 多い 月が12月 と1ケ 月前 に すれ てい る。 そ こで,

需 要 関数(13-1)式 の気 温 の 変数X誕 前 述 の現 象 通 りの数 値 を当 て嵌 め て

み る。 即 ち,X8の12月 の 数値 に翌 年 の1月 の気 温 を入 れ,同 関数 の1

月 の数 値 は 前 年12月 の気 温 を入 れ る。 そ の結 果

(13+1)y,=0.・ ・157×
1+682.24X-37.3・Xg-218.5・

    標 準 誤 差(0.000273) (160.279) (2.178)  (142.67)

    t value  (5.751)        (4.257)      (一17.165)   (一1.572)

     R=0.822    S=188.99

と な り。 (13-2)式 よ り そ の 精 度 は お ち る 。 こ れ は,12月 と1月 の 気 温

を 逆 に し た 為 め か え っ て 他 の 変 数 と の 間 に マ ル テ ィ ・コ リ ニ ア リテ ィ が 生

じRの 値 を 下 け た も の と 思 わ れ る 。
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14図(13-2-1)式 に よる推定 値 と実 績 値 な らび にそ の 誤差
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 こ の(13-2-1)式 に:よる推 定 値 と実 績 値 の 変 化 な らび にそれ 等 の 乖離

をみ る と14図 とな る。

 同 じよ うに して(13-2)式 に よる推定 値 と実 績値 の 推 移 をみ る と15図

の よ うに な る。 この14図 と15図 を比べ てみ る と,14図 は12月 と1

月の 気 温 を代 え て灯 油 の 消費 量 の 推移 に合 わせ たせ い か,実 績 値 と推 定値

が 同値 を とっ た 月が15も あ る。そ れ に比 べ(13-2)式 に よる推 定 値 と実

績値 の 間 には 同値 を と った 月がわ ず か10し か 数 え られ な か っ たが,全 体

的 にそ の 誤 差 の ぱ らつ きは(13-2)式 に よる方が 即 ち15図 の方 が 少 な い。

そ の こ とが 前 に述 べ た 相 関 係数 の相 違 とな って 表 われ てい る。 さ らに,

14,15図 を 観 ると昭和40年1月 か ら44年12月 までは両図 とも推 定 値 の方

が 実績 値 よ りも上 限 は 大 きい値 を 下限 は 小さい値 を とって いる。即ち振 巾が実

績値 よ り推 定 値 の方 が 大 きい。 そ して,昭 和45年 はほ ぼ 両値 と も接 近 し

てい るが,46年 か ら47年 へ と上 限値 に つ い て は む しろ 実 績値 の 方が 大

き く,下 限値 は そ の反 対 に実 績値 よ り推定 値 の 方 が 上 廻 って い く傾 向 を み

せ てい る。 即 ちそ の振 巾は40年 か ら44年 ま での それ とは 逆 に,実 績値

の方が 推定 値 の振 巾 よ り大 とな って い る。

 この こ とは,灯 油の 消費 量が,そ の需 要 関数 決 定の ため の観 測期 間 の昭

和40年1月 か ら47年12月 ま で の 間の 前 半 で,即 ち昭和40年1月 か

ら44年12月 に かけ て急 上 昇 で 増 加 してい る こ と,そ して 昭和45年 以

降 はほ ぼ 同 じ水準 で で こ ひ く して い る こ との た め に 生 じた もの と思 われ る。

(7図 参照)即 ち,昭 和40年 か ら44年 にか け て推 定 値 の振 幅は 実 績値

の それ よ り大 き く・45年 以 降 は そ の反 対 に 実 績値 の振 幅の 方 が 推 定 値 の

それ よ り大 き くな っ たの で あ る。

 そ こで,灯 油 の購 入量 が顕 著 に増 え 出す 昭和43年 か ら観 測 期 間 と して

み る。 しか し灯 油 は前述 した 通 り,そ の用 途 が暖 房 用 の た め,12, 3月

と11, 12月 に:1年 の 消費 量 の8割 強 を消 費 して い る。 そ こ で,43年

10月 か ら47年12月 ま での 月別数 値 を相 関係 数 が 一 番 高 か っ た(13一
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年 価格弾性 所得弾性

46 一1
.724 0.595

47 一1
.983 0.7i1

48
一1

.793 0.669

49
一1

.445 0.615

50
一1

.505 0.571

51
一1

.359 0.513

2)式 礪=0.913)に 代 入 し て 需 要 関 数 を 測 定 す る と 次 の と お り と な る 。

(13+2)qi-0.00192215Y+677.36248P2-50.5756T-177.42657P
,

   標 準 誤 差  0.00026126 401.011   2.75867  438.817

   t value     7.357         1,689       -18.333       -0.404

    R=0.948       S=166.12

 (13-2-2)式 は 今 迄 の 需 要 関 数 の 中 で 一.決 定 係 数 の 高 い 良 好 な 式 で

あ る 。

 6-5 灯 油 需 要 の 弾 性 値,al。 な ら び に 消 費 者 の 購 入 市 場 感 応 弾 性 の 変

    化

 前 節 で 決 定 さ れ た 灯 油 の 需 要 関 数((1.3-2-2)式)を 用 い て,年 平 均 で 価

格 弾 性(一(AY冊P2  P
,q羣))所 騰(譜)を 測 定 す る と下 記 の15表 の ごと くな

る。

              15表 に:よる と,価 格 弾 性 は46年,47    15表

             年,48年 に1.724 1.983,1.793と ほ1

             1.8前 後 を示 して い る。 しか し,49年 に な

             る と,1.4と な り前3年 に 比 べ非 弾 力的 に:な

             り,50年 に澄 い て もな澄,1.5を 示 し平 年

             の1.8前 後 に戻 って い な い。 一 方 所 得 弾 性 は

             とい うと平常時 にはぽぽ0.6前 後 を示 してい るが,

購 買 意欲 が 強 ま った と思 え る49年 に 澄 いて も0.615と ほ1ｰ平 年並 み であ

る。

 今 度 は角 度 を変 え て,実 績 需要 量 と推 定 値 の 差 を灯 油 の需 要 関数 の 定 数

項Dの 変 化 と して捉 え て み る。 定 数 項Dは 選 好 パ ラ メ タ ーa,oを 持 つ ほ か,

所 得,そ の他 の価 格,気 温 以 外 の世 帯 員 数,習 慣形 成 そ の他 もろ も ろの条

件 を 一 括含 ん で い る。

               一51一



年 D aio

46 一100 .676
一{一100

.867

47 一212 .632
一1-213

.037

48 一165 .632 一}一165 .947

49
一E-92

.852  93.029

50 十53.427 一 53 .325

51 一}一121
.493 一121 .493

              Dの 計 測 結 果 は16表 の とお りで あ る。 こ

   16表             れ に よ る と
,46年 か ら48年 ま で は,平 常

             時 の 需要 関数 と同 じ く,数 値 こそ 違 え 負値 を

             とっ てい る。 しか し,49年 か ら正値 を と り

             始 め,50年 にお い て も正値 とな っ て い る。

              そ こで,Dに 含 まれ る選好 パ ラメ ターa1を

             計 測 してそ のDの 変 化 の意 味 台 い を一 層 鮮 明

に して み る。

 灯 油 の 需 要 関数(13-2-2)式 と選 好 パ ラ メ ター αpα2,al a2と の

対 応 は

   q1-A着+B榔CT+D

   q1一 歳 舌+al a2 Pz_azal+az p, a+all rn_a2 a10a2 J. crl+az

で あ る。

 この 対応 関係 か ら, (13-2-2)式 に 示 され た平 常 時の 諸係数A,B,

G,Dの 実測 値 に:も とず いてa,。 をAl算 す る こ とが 出来 る。 そ の 際 洗 剤 な

どの 場 合 と同様 に 需要 関 数が α1お よび 偽 に 関 して 零 次同 次 で あ る こ と と,

誘導 型 パ ラ メ ターの 分 母 が つ ね に α1+偽 とな るベ ル ヌ イ ・ラプ ラス型 を

用 い て い る こ とか ら選好 パ ラ メ ター の数 値 を ノー マ ライ ズす る規 準 として

α1+α2=1を 採 用 す る。 この 結果 得 られ た,選 好 パ ラメ タ ーaloは16

表 の と澄 りで あ る。 (16表 参照)

 選 好 パ ラ メタ ーaioは 限 界効 用 式 の分 母 に入 っ てい る こ とか ら, a i>0

の ときは 消費 量qi=0 で も 正値 を と り得 る。 しか しai<0の ときは

qi>1・ilで な い と正 の 限 界効 用 が 成 立 しな いか ら・ 実 際上 ・ 消 費量qi

は1・il以 下 瞰 麝 な い とい う制 約 が生 じ・1・ilが 鸚 最 低 必tom.と 眄

意 味 を も って くる。
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 16表 に よれ ば,灯 油 の 選好 パ ラ メタ ーaloは,内 挿 期 間 の46年,47

年 と外挿 期 間 の48年 に は 正 値 を とる が49年 か ら負値 に 転 じ,そ の 負 値

は50年 に継 続 さ れ てい る。 この こ とは,49年 か ら緊 急度 が 昂 まっ た こ

とを示 して い る。 さ らに,こ の こ とを 消費 者 の 購入 市 場 感応 弾 性

    λq1_ AY+BP2              - 1
     v P置qi-C`r-D)

17表

年 λq1/レ

46 一 〇.062

47 十 〇.02s

48 一 〇.009

49 一 〇.214

50 一 〇.175

51 一 〇.220

を計 算 す るこ とに よ って,解 明 して み る。(17

表 参 照)

 購 入 市場 感応 弾 性 を示 した17表 に よる と,

46年,47年,48年 まで は←),(+),←),と

符号 は 変 化 して も,そ の 誤 差 範 囲 で あ る0.05以

内 にほ1収 ま ってい る。49年 に な って,一

〇.214と 買手 負 占が 顕著 に現れている。 この こと

は購入量 の表 面的 変化だけでは追 えなか った灯 油の買急 ぎが選好パ ラメタ

aloの 変化や購入市場感応弾性の変 化 によって初めて,裏 付け られ た と言

え よう。

7.ト イ レ ッ ト.ペ ー鯉,謝 灯 油の季節性の比較

 トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー は その 用途 か ら言 って,各 家 庭 で 四季 を通 じて 必 要

と思 わ れ る。 しか し,実 際 に,購 入 量 を 月別 に とっ て観 る と明 らか に,平 常

時は どの 年 も3月,12月 に 購 入 量 は 増 加 し,反 対 に1月,8月 に減 少 して

い る。12月 に 購入 量 が 増 え るの は,ボ ー ナス期 で もあ り,ま た,平 常 の消

費 量 の倍 近 く購 入 して もそ の程 度 であ ったな ら・ 各 家 庭 で 収 納 可 能 な 量 で あ

る。 したが って,1月 に減 少す る こ と も,12月 の増 加 に合 ま って理 解 出来

る。 しか し,5月,7月 の夏期 ボ ーナ ス期 に 年平 均 よ り減 少 して澄 り,8月

注12)Keio Economic

注13)本 稿 4章 を参 照

Pevicw霧1,1-2拙 稿 を参 照
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には,1月 並 み の数 値 を示 して い るこ とか ら,こ の変 動 を,所 得 だ け,な い し

は そ の他 の価 格 との 相 対 比 に依 存 してい る との み言 え な い。 直接 の季 節効 果

とい う事 も考 え られ る。 そ こで,実 際 に需 要 関数 に 当 て嵌 め る際,生 の数 字

と,季 節 指数 に:よっ て季 節 性 を除去 した数 値 を代 入 して 計 測 した ところ 明 ら

か に,後 者 の 方 が 精 度 の 高 い結 果 を得 た。 この こ とか ら,ト イ レ ッ ト ・ペ ー

パ ーの 消費量 の変 動 は 直 接 の季 節効 果 に も依 存 して い る とい う こ とが 言え る。

 同 じよ うに,洗 剤 に つ い て そ の季 節 性 を観 る。 洗 剤 は 前 記の トイ レ ッ ト ・

ペ ー パ ー以 上 に そ の 使 用 目的 は限 定 され る。 そ して 季 節 性 にお い て も当然,

夏 期 に 多 い と考 え られ る。 しか し,実 際 に平 常 時 の 購 入量 を 月別 に観 る と,

確 か に7月 と12月 に 増加 が 見 られ るが,そ の他 の 月 との そ の 差 が,ト イ レ

ッ ト ・ペ ーパ ーに お け るそ れ よ り小 巾で あ る。 そ こ で,実 際 に 需要 関 数 に 当

て 嵌 め て,所 得 や,そ の他 の 価 格以 外 に よる季 節 性 の影 響 を調 べ てみ た と こ

ろ,ト イ レ ッ ト ・ペ ーパ ー の時 と同 じ く,季 節 調 整 済 み の数 値 を使 用 した 方

が は るか に 需 要 関数 の 精度 が 高 か っ た。

 この事 か ら,ト イ レ ッ ト・ペ ーパ ーな らび に洗 剤 に 澄 い ては 経 済 変 数 で は

説 明 し きれ な い生 の 季 節 効果 に 影 響 さ れ る こ とが 明 らか とな っ た。

 しか し,そ の 使用 目的 か ら第 二 者 よ り一 層 明 確 に 季 節 性 が 存 在 す る と思

われ る灯 油 に つ い ては,所 得の 項 と数 量の項i2,実 際 に.生 の数 値 と季節調 整

               注14)済
み数 字 を代 入 して 需 要 関数 を計 測 す る と,明 らか に 生 の数 値 を使 用 した方

が そ の 精度 は 高か っ た。 しか し,灯 油の場 合 は 盛 夏期 で あ る7月,8月 の 消

費量 を完全 に カ ベーで きな か った とこ ろ か ら,需 要 関数 そ の もの を も う一 考

す る必要 が あ る,と い う問題 点 を残 してい るの で,今 回 の分 析 だ け で季 節 性

を うん ぬん す る こ とは 早 計 と も思 われ る。 しか し一 応 此 の 段階 ま で で季 節 性

に つ い て述 べ るな ら,如 何 な る財 に つ い て も季 節 修 正 済 み数 値 を使 うこ とが

可 とす る こ とは で きな い し,む しろ季 節 性 の あ り過 ぎ る財 につ い て は特 にそ

の こ とが 妥 当 す る よ うに思 われ る。 したが って,需 要 関数 の 当 て嵌 め の際 に:

注14) 本 稿6章4節 参 照
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は,如 何 な る商品 とい え ども必 らず,一 応 季 節 修 正 済 数値 を も代 入 して,生

の季 節効 果 を チ ェ ックす る こ とは 需 要 分 析 に 必 須 の こ と と思 え る。

8.多 占 市場 分 析か ら見 た市 場 機 能 麻痺 の 発 生 と収 束

 1973年 秋 か ら'74年 春 に生 じた物 価 狂乱 と,そ れ に:つ 凱(て1974

年,ノ75年 に観 られ た マ イナ ス経 済 成長 率,つ ま リヌ タグ フ レ ー シ ョ ンの 傾

向が 世 界的 規 模 の もの で あ る こ とは 冒頭 に 述 べ た が,わ が 国 経済 に視野 を 限

った とき,1977年 現在 ま で に ス タグ フ レー ショ ン傾 向が 収 束 して い るか

否 か を判 定 す るのが 本 研 究 の 主題 で あ っ た。 こ の研 究 で は,ス タグ フ レー シ

ョ ン期 の市 場 機 能 麻痺 の 主要 因 を 市場 の急 性 多 占化 に よる もの と見 て,選 ば

れ た三 商 品の 消費 市 場 に 澄け る急 性 売手 多 占,急 性 買 手 負 占の発 生 とそ の収

束過 程 を実 測 した。 た!本 稿 で は,資 料 の 制約 か ら売手 側 の 分析 が 予 定通 り

に行 え な か っ た ので,消 費 者 で あ る家 計 の買 手 負 占の 状況 を検討 す る に:とど

め ざ るを 得 なか った 。

 名 目需 要 の 異 常 超過 の 一トで は,売 手 間競 争 圧 力 が 異 常 低下 し,売 手 が 多数

あっ て も,個 々の 売手が あた か も独 占者 の よ うな地 歩 に:立つ 。 それ と対 称 的

に,買 手 間競 争 圧 力 は 異 常 に高 ま り,需 給 均 衡 下 の そ れ とは 比較 に な らぬほ

ど個hの 買手 は 買 い焦 ぜ る こ とに:な る。 この 「買 い 焦せ り」的 地 歩 を買手 負

占 と呼 ん で い る の で あ るが,買 手 負 占の程 度 は 購 入 市場 感応 弾 性 に よって 測

られ る。

 分 析 結果 をま とめれ ば 以下 の よ うで あ る。16図 に 観 る ように,昭 和48

年8月 ま で 消 費 者 の購 入 市 場感 応 弾性 の測 定 値 は,各 商 品 とも9誤 差範 囲 に

とどま って い たの が,ト イ レ ッ ト ・ペ ー パ ー につ い ては48年9月 か ら有 意

の 負値 を と りは じめ,48年 末 か ら49年 初 めに かけ て異 常 に 高 い 負 値 を示

した。 購 入 量 の 表 面 的 な動 きか らの判 断 と して 「国 民 生 活 白書」 な どでは 昭

和48年11月 に トイレ ッ ト ・ペ ー パ ーに 関す る 消費 者 パ ニ ックが 起 き,同

年 中 に鎮 静 した かの よ うに 報 告 され てい る。 しか し,理 論 分 析 の 結 果 は,す
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で に48年9月 か ら 「買 い焦 り」 の 兆 候 が あ り,10月 に は す でに パ ニ ック

状 態 に な っ てお り,48年11月,12月 か ら翌50年1月 に かけ て 最 高 潮

とな り,そ の 後 次第 に 収束 に 向 うが,消 費者 の 「買 い焦 り」 が 完 全 に 消滅 す

るの には50年 末 ま でか か っ て い る こ とを 明 らか に してい る。

 これ に 対 して 洗 剤 の場 合 は,16図 の 購 入 市場 感応 弾 性 の測 定 値 か ら観 る

よ うに,ト イ レ ッ ト・ペ ーパ ー とは か な り様 相 を異 に して い る。 洗 剤 の 「買

い焦 り」 は 昭和48年11月 に突 如 と して起 り,購 入 市 場 感応 弾 性 の高 い 負

値 は50年3月 ま でほ 雪横 ば い に推 移 して い る。 これ は トイ レ ッ ト・ペ ー パ

ーの 買 手 負 占が49年 の 末 ま でに 消滅 してい るの と著 し く異 る。 しか も50

年4月 以 降 は漸 滅 しは じめ るけ れ ど も,買 手 負 占が 消 滅 し了 るには 昭和51

年4月 までか か って い る。 この よ うな 洗剤 市場 と トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ー市 場

との 差 異 の原 因 として は,前 者 のほ うが 原 料 の 関係 で 石 油 シ ョ ック とよ り密

接 な 関係 に あ る とい うこ とや,甲 トイ レ ッ ト ・ペー パ ー市場 が 本 来 競 争的 で あ

るの に 対 して,洗 剤'市場 が本 来 売 手 寡 占的 で あ る,と い うこ とな ど と関係 が

あ るか も しれ な い。 こ 丶で は む しろ,・需 要 関数 に含 まれ て い る選 好 パ ラメ タ

ーa
1が 平 常 時 に澄 い て,ト イ レ ッ ト ・ペ ー パ ー は 正値 を と り,洗 剤 は 負値

を と って い る。 つ ま り,洗 剤は 平 常 時 に 於 い て もそ の 必 需 性 を強 く表 明 して

い た とい うこ とに深 く関係 が あ る よ うに 思 え る。

 い ず れ にせ よ洗 剤市 場 の 場合,急 性 買手 負 占の状 況が 消滅 して 市場 が 正 常

に復 したの は 昭和51年 第 皿四半 期 か らで あ り,ト イ レ ッ ト ・ペ ーパ ー市 場

の 正 常 復 帰 よ りも1年 余 り遅 れ て い る。 両 商 品 とも,そ れ ぞ れ の 買手 負 占が

消滅 した 後 の 時期 に散 発 的 に急 性 買手 多 占 を示 す 正 の購 入 市場 感 応 弾 性値 が

有 意 に測 定 さ れ て い る。 こ の こ とは,両 市 場 でそ れ ぞ れ に 消費 者 の 「買 い焦

り」 が 終 っ た後,む しろ 「買い控 え 」傾 向す ら認 め られ る とい う こ とで,強

度 の景 気 引 緊 めが 昭 和49年,50年 と継続 した 結 果,昭 和51年 に入 る と

消 費財 市 場 にお け る ス タグ フ レー ショ ン的 病 状が ほ1'完 全 に治 癒 した こ とを

示 唆 す る もの と解 して よい で あ ろ う。
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 灯 油 の 消 費 市場 に 関 しては,季 節 性が 非 常 に 強 い とい う この商 品の 特 性 か

ら月別に 購 入 市場 感応 弾 性 を測 る こ とは 無理 な の で,年 平 均 のそ れ を測 り,

トイ レ ッ ト ・ペ ー パ ー,洗 剤の それ と比 較 す る と18表 の よ うな結果 を得 る。

               しか しな が ら,灯 油 の 需要 関数 につ い て 言     18表

               え ば,灯 油 の使 用 目的 が 暖 房 に あ る とい う

               点 を重 視 して 需 要量 の 数値 を読 め ば,灯 油

               に 用 い た 需 要 関数 が,暖 房 期 で あ る11月,

               12, 1, 2, 3月 には よ く フ ィ ッ トして

               い るこ とか ら,そ の 目的 は実 質 的 に は か な

り達 せ られ てい る よ うに も思 え る。 この18表 に よれ ば,昭 和47年 ま での

測 定 値 は い ず れ の商 品 につ い て も誤 差 範 囲で あ るの に 対 して,ト イ レ ッ ト ・

ペ ー パ ー と洗 剤 に つ い て の 購入 市場 感 応 弾 性 は48年 か ら有 意 な 負値 を と り

灯 油 につ い て のそれ は49年 か らは じめ て有 意 な 負価 を と り始 め る。 そ して

トイ レ ッ ト ・ペ ーパ ーに つ いて の測 定 値 が50年 には 正値 に 転 じて い る の に

対 して ・洗 剤 と灯 油 に関 す る購入 市 場 感 応弾 性値 は50年 にな って もな お 負

値 を と りつ づけ て い る。

 昭 和51年 に も トイ レ ッ ト・ペ ー パ ーの購 入'市 場 感 応弾 性値 は,さ きに 月

別 測定 の 結 果 に 現れ た と同 様 に正 値 を と り,消 費 老の 「買 い焦 り」 が 完 全 に

消滅 し,む しろ 「買 い控 え 」 傾 向さ え 生 じて い る こ とが 示唆 され る。 洗 剤 に

つ いて は50年 ま での 負 値 が51年 には 正 値 に転 じ,ト イ レ ッ ト ・ペ ーパ ー

市 場 の それ に は 遅れ た けれ ども,洗 剤 市 場 で も51年 に は 「買い 焦 り」 傾 向

が 完 全 に 消 え て 正常 な市場 機 能が 回 復 され た こ とを示 して い る。

 この こ とは,消 費財 市 場 全般 に つ い て,昭 和48年 秋 に顕 在化 した市 場 機

能 の 麻痺 が 昭和50年 末 にな って も完 全 には 回 復せ ず,昭 和51年 の3月 に

至 って は じめ てほ1"平 常 に 復 し た こ とを示唆 して い る。 た ゴ19表 に見 る よ

うに,灯 油 に 関 しては 昭 和51年 にな って もな お,購 入 市場 感 応弾 性 値が 有

意 に負 値 を と って い る こ とが 注 目さ れ る。 これ は 灯 油が い わ ゆ る 石油 シ ョ ッ

年
(O)

実 績値
(E)

推 定値
(O)一(E) /(

o

8
  
9
  
0
  
14  

4
  

5
  
5

745

689

725

781

733

558

494

482

0.02

0.19

0.68

0.62
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ク後 のエネル ギー危機の 時代 とい う世上の感触に直結 した商品だ か らである

とでも解す るほ かはな い。この点 を一般化 すれば,1973年 に:齢け る世界

的 名 目需要の爆 発に よって生 じた市場 機能の 麻痺は,日 太経 済について見れ

ば,一 般商品については1976年3月 までには回復 され た と考えて よいが,

た!石 油製品については,エ ネル ギー危機 とい う認 識 を反映 して買手側の意

識 に不安定要素が 残存 してい ることに留意せね はな らな い,と い うよ うに結

論で きよう。

 したが って,昭 和52年 以 降の 日本経 済について,景 気 の回復,経 済成長

率の維持 を考え る とき,有 効需要の拡大 がた 雲ちにス タグフレーションの傾

向 を冉現す る とい う危惧は,一 応去 った とみて よいであろ う。 た 雲,原 油に

つい て産油国の値⊥:げ要求を容易な らしめ るほ どの急速な需要拡大が生 じれ

  19表 三商品の 消費者購入市場感応  ば,そ の ような 国際石油市場で
     弾性(年 別)
                    の売手 多 占化の再発が,た1ち

                    に国内の石 油製 品市場 に澄 け る

                    買手負 占化に直結 し,そ れ を引

                    き金 として再び全般的な市場 機

                    能 の麻痺 につ ながる危険が 大 き

                    いこ とを,つ ね に警戒すべ きで

あろ う。

年
トイ レ ッ ト ・

べ _ ノぐ _ 洗  剤 灯  油

9h 一 〇.043
一i-0

.025 一 〇.062

A7 一 〇.012 一 〇.01? 一f-0
.028

48 一 〇.152 一 〇.a54 一 〇
.009

49 一 〇.316 一 〇.858 一 〇.214

50 十 〇.141
一 〇.706 一 〇

.175

51 一f-0 .075 一1-0 .Ol9 一 〇
.220
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